
新年礼拝

聖
せ い

書
しょ

ヨシュア 1・1～9

テ ー マ 戦
たたか

いへの備
そな

え

暗唱
あんしょう

聖句
せ い く

強
つよ

く、また雄々
お お

しくあれ。

ヨシュア 1・6

目
もく

標
ひょう

信仰
しんこう

の戦
たたか

いのために、み言葉
こ と ば

に

よる備
そな

えをする。

1 月 5 日（月）
聖書
せいしょ

ヨシュア 1・1～2

聖句
せ い く

主
しゅ

のしもべモーセが死
し

んだ後
のち

、主
しゅ

は

モーセの従者
じゅうしゃ

、ヌンの子
こ

ヨシュアに

言
い

われた。 1節
せつ

神様
かみさま

の偉大
い だ い

なしもべモーセも死
し

んでいなく

なりました。二百万人
にひゃくまんにん

もの人々
ひとびと

をあのエジプト

脱出
だっしゅつ

から、四
よん

十
じゅう

年
ねん

の恐
おそ

ろしい荒
あら

野
の

の旅
たび

の間
あいだ

、

そして今
いま

目
め

の前
まえ

に広
ひろ

がる約
やく

束
そく

の地
ち

カナンの入
いり

口
ぐち

にまでみごとに導
みちび

いてきたモーセが目
め

の前
まえ

から消
き

えたのですから、民
たみ

はとっても不安
ふ あ ん

だっ

たでしょう。しかし、モーセにつき従
したが

ってき

たヨシュアを神様
かみさま

はお選
えら

びになり、モーセのあ

と民
たみ

を導
みちび

くために立
た

てて、大
おお

いに励
はげ

まされた

のでした。

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、「あとを継
つ

ぐ人
ひと

」の大
たい

切
せつ

さ

を思
おも

います。小
ちい

さい 私
わたし

たちも信
しん

仰
こう

の先
せん

輩
ぱい

たちにしっかり続
つづ

いていきます。

1 月 4 日（日）
聖書
せいしょ

ヨシュア 1･1～9

聖句
せ い く

強
つよ

く、また雄々
お お

しくあれ。 6節
せつ

「ヨーシ！ ガンバルゾー！」と思
おも

うことが

ありますか？ どんな時
とき

？「お腹
なか

いっぱいおい

しい物
もの

を食
た

べたし」とか「ボクがキャプテンに

選
えら

ばれたんだから」とかいう時
とき

かな？ ここの

ヨシュアさんの場合
ば あ い

はちょっと、いえ、かなり

ちがっているのです。それはまず、神様
かみさま

からの

力
ちから

づけでした。神
かみ

様
さま

がヨシュアさんを選
えら

んで、

共
とも

にいるから、み言葉
こ と ば

を守
まも

り、従
したが

って、戦
たたか

い

に勝
か

ち、民
たみ

を導
みちび

いていくんだよと言
い

われたか

らでした。

祈
いの

り 天
てん

のお父様
とうさま

、小
ちい

さい 私
わたし

たちにも毎日
まいにち

い

ろんなことがあり 戦
たたか

いです。あなたに

よって強
つよ

く雄々
お お

しく歩
あゆ

めますように。

1 月 6 日（火）
聖書
せいしょ

ヨシュア 1・3～4

聖句
せ い く

あなたがたが、足
あし

の裏
うら

で踏
ふ

む所
ところ

はみ

な、わたしがモーセに約束
やくそく

したように、

あなたがたに与
あた

えるであろう。 3節
せつ

「約束
やくそく

、ね！ ゆびきりげんまん」とやって

もなかなか守
まも

れないのが私
わたし

たちですね。でも

神様
かみさま

はちがいます。一
いち

度
ど

お約
やく

束
そく

をしてくださっ

たら、必
かなら

ず、きっと、絶対
ぜったい

に、何
なに

がどうなっ

ても、きっちりとお約
やく

束
そく

を守
まも

り、果
は

たしてくだ

さるお方
かた

なのです！ 「わたしがモーセに約束
やくそく

したように」とある通
とお

りです。ヨシュアと民
たみ

が

「足
あし

の裏
うら

で踏
ふ

む所
ところ

はみな」あなたがたに与
あた

え

ると言
い

ってくださいます。何
なん

と心
こころ

強
づよ

いことで

しょうか。

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、先
さき

にモーセと約束
やくそく

されたこ

とを受
う

け継
つ

いだ者
もの

たちの上
うえ

にも果
は

たし

てくださることを知
し

り感
かん

謝
しゃ

です。



1 月 7 日（水）
聖書
せいしょ

ヨシュア 1・5

聖句
せ い く

あなたが生
い

きながらえる日
ひ

の間
あいだ

、

あなたに当
あ

たることのできる者
もの

は、

ひとりもないであろう。 5節
せつ

これはまたまた、何
なん

という大胆
だいたん

なお約
やく

束
そく

では

ありませんか！ ヨシュアさんが生
い

きている

間
あいだ

、どんな戦
たたか

いがあろうとも、ヨシュアさん

を打
う

ち負
ま

かしてしまう人
ひと

は誰
だれ

ひとりありませ

んという約束
やくそく

です。なぜなら、ヨシュアさんが

目
め

で見
み

てきたとおり、あのモーセと共
とも

にいたよ

うに、あなたと共
とも

にいて、決
けっ

して見
み

放
はな

すことも

見捨
み す

てることもしないからと言
い

われます。あの

モーセと共
とも

におられた神様
かみさま

が一緒
いっしょ

ならきっと

大丈夫
だいじょうぶ

！

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、ヨシュアがいつもモーセの

そばにいてあなたのみわざを見
み

てきて

いたことはとても良
よ

いことでした。

1 月 9 日（金）
聖書
せいしょ

ヨシュア 1・8

聖句
せ い く

そうするならば、あなたの道
みち

は栄
さか

え、

あなたは勝
しょう

利
り

を得
え

るであろう。8節
せつ

「うーん、本当
ほんとう

に幸
しあわ

せだな、祝福
しゅくふく

されてる

な、神様
かみさま

、ありがとうございます」と思
おも

う日
ひび

々

がたくさんあるといいですね。いえ、そういう

日
ひ

が毎日
まいにち

だと、どんなにいいでしょう。そのた

めにはきょうのみ言葉
こ と ば

にあるように、聖書
せいしょ

のみ

言葉
こ と ば

を口
くち

から離
はな

さない、ということは、暗唱
あんしょう

す

ること！ そして、昼
ひる

も夜
よる

もそのみ言葉
こ と ば

を思
おも

う

こと、さらにはそのみ言葉
こ と ば

のとおりに守
まも

って

行
おこな

うことだということです。さあ、実行
じっこう

して

みよう！

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、本当
ほんとう

の 幸
しあわ

せと勝利
しょうり

の秘訣
ひ け つ

であるみ言葉
こ と ば

をくださって 心
こころ

より感謝
かんしゃ

します。守
まも

り 行
おこな

わせてください。

1 月 8 日（木）
聖書
せいしょ

ヨシュア 1・6～7

聖句
せ い く

それはすべてあなたが行
い

くところ

で、勝
しょう

利
り

を得
え

るためである。 7節
せつ

ヨシュアさんの務
つと

め、それは神
かみ

様
さま

が先
せん

祖
ぞ

たち

に与
あた

えると誓
ちか

ったその土地
と ち

をちゃんと民
たみ

に得
え

させることでした。だから、「強
つよ

く、また雄々
お お

し

くあれ」と励
はげ

まされます。なぜならその務
つと

めは

とても重
おも

いものですから。しかし、それを成
な

し

とげる秘訣
ひ け つ

があります。モーセが命令
めいれい

として与
あた

えた律法
りっぽう

を全
ぜん

部
ぶ

守
まも

って、右
みぎ

にも左
ひだり

にも曲
ま

がら

ないことです。それで勝利
しょうり

です。つまりＶサイ

ンですよ！ 毎
まい

日
にち

み言
こと

葉
ば

に従
したが

って進
すす

みましょ

う。

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、み言葉
こ と ば

を毎
まい

日
にち

読
よ

み、心
こころ

に覚
おぼ

え、力
ちから

を 頂
いただ

いて、いろんな事
こと

が起
お

こる

中
なか

も勝
か

ち進
すす

めることを感謝
かんしゃ

します。

1 月 10 日（土）
聖書
せいしょ

ヨシュア 1・9

聖句
せ い く

あなたの神
かみ

、主
しゅ

が共
とも

におられるゆえ、

恐
おそ

れてはならない、おののいてはな

らない。 9節
せつ

『強
つよ

く、また雄々
お お

しくあれ』とのみ言葉
こ と ば

は、

この 1～9節
せつ

の中
なか

に３回
かい

もあります（6～7, 9）。

これは神様
かみさま

からの命令
めいれい

なのですね。命令
めいれい

される

神様
かみさま

は、またその命令
めいれい

に従
したが

える力
ちから

もくださる

のです。なぜなら、主
しゅ

なる神様
かみさま

が共
とも

にいてくだ

さるので「強
つよ

く、雄々
お お

しくあれ」るのです。モー

セと共
とも

にいた神様
かみさま

、ヨシュアと共
とも

にいた神様
かみさま

が、

きょうもこれからも毎日
まいにち

、どこへ行
い

くにも、私
わたし

たち一人
ひ と り

ひとりと共
とも

にいてくださいます。ハレ

ルヤ!

祈
いの

り 天
てん

のお父様
とうさま

、力
ちから

強
づよ

いお約
やく

束
そく

があるので、

もう恐
おそ

れません。もうおののいたりふる

えたりしません。感謝
かんしゃ

です。



聖
せ い

書
しょ

ヨシュア 3・１～17

テ ー マ 約束
やくそく

の地
ち

に入
はい

る

暗唱
あんしょう

聖句
せ い く

ついに
たみ

民はみなヨルダンを

渡り終った
わた おわ

。 ヨシュア 3・17

目
もく

標
ひょう

神
かみ

が約束
やくそく

し導
みちび

かれたところに、

信仰
しんこう

によって進
すす

み入
い

る。

1 月 12 日（月）
聖書
せいしょ

ヨシュア 3・1

聖句
せ い く

ヨシュアは朝
あさ

早
はや

く起
お

き、イスラエル

の人々
ひとびと

すべてとともにシッテムを

出立
しゅったつ

して、ヨルダンに行
い

き、それを

渡
わた

らずに、そこに宿
やど

った。 1節
せつ

あなたは夜型
よるがた

？ 夜
よる

になるとすごく元気
げ ん き

に

なって、いつまでも起
お

きていられる!? あるい

は朝型
あさがた

!? 夜
よる

になるにつれて眠
ねむ

くなって、でも

朝
あさ

は早
はや

く起
お

きることができ、シャンとしますよ

というタイプ？ 神
かみ

様
さま

の大
たい

切
せつ

なお仕
し

事
ごと

をした人
ひと

たちはいつも「朝
あさ

早
はや

く起
お

き」たとありますよ。

大切
たいせつ

な一
いち

日
にち

を朝
あさ

早
はや

くから「きよい日
ひ

」としたの

ですね。日
にち

曜
よう

日
び

は朝
あさ

早
はや

く起
お

きて教
きょう

会
かい

で神
かみ

様
さま

を

礼
れい

拝
はい

いたしましょう！

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、あなたからいただく一日
いちにち

一日
いちにち

はとても大切
たいせつ

です。ヨシュアのよう

に朝
あさ

早
はや

く起
お

きて過
す

ごしたいです。

1 月 11 日（日）
聖書
せいしょ

ヨシュア 3･1～17

聖句
せ い く

ついに民
たみ

はみなヨルダンを渡
わた

り終
おわ

っ

た。 17節
せつ

川
かわ

を渡
わた

るにはどうする？ そこに橋
はし

があれば

橋
はし

を通
とお

ります。舟
ふね

かボートがあれば乗
の

って渡
わた

り

ます。では、何
なに

もなければ、泳
およ

いで渡
わた

りますか？

浅
あさ

い流
なが

れなら、歩
ある

いて渡
わた

るでしょう。でもこの

場面
ば め ん

で、イスラエルの民
たみ

は、相当
そうとう

大勢
おおぜい

の人
ひと

たち

で、お年
とし

寄
よ

りもいれば、赤
あか

ちゃんもいる、泳
およ

げ

ない人
ひと

もいるということで、一体
いったい

どうやってヨ

ルダン川
がわ

を渡
わた

って約束
やくそく

の地
ち

に入
はい

ったのでしょ

う？ 『信仰
しんこう

によって』です。ついに民
たみ

はみな

ヨルダンを渡
わた

り終
お

わったのでした！

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、イスラエルの民
たみ

に信仰
しんこう

を与
あた

えて、約
やく

束
そく

の地
ち

に 導
みちび

き入
い

れられたあな

たを賛美
さ ん び

します！その様子
よ う す

を学
まな

ばせて

ください。

1 月 13 日（火）
聖書
せいしょ

ヨシュア 3・2～4

聖句
せ い く

あなたがたは前
まえ

にこの道
みち

をとおった

ことがないからである。 4節
せつ

さて、「信仰
しんこう

によって」ということは一体
いったい

ど

のようにしてだったのでしょう？ つかさたち

は民
たみ

に告
つ

げました、「主
しゅ

の契約
けいやく

の箱
はこ

をレビびと

たちがかきあげる時
とき

、立
た

ち上
あ

がって彼
かれ

らに従
したが

いなさい。そうすれば行
い

く道
みち

がわかります。そ

の道
みち

は前
まえ

に通
とお

ったことのない道
みち

ですから。ただ

し 900 メートルぐらい離
はな

れてついていくので

すよ」と。今
いま

までとおったことのない道
みち

を行
い

く

のはなんだか楽
たの

しみですね。信仰
しんこう

によって進
すす

み

ましたよ。

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、民
たみ

はほんとに大勢
おおぜい

でしたが、

つかさたちの言
い

うことをよく聞
き

いて、は

じめての道
みち

も進
すす

んだことを知
し

りました。



1 月 14 日（水）
聖書
せいしょ

ヨシュア 3・5～6

聖句
せ い く

あなたがたは身
み

を清
きよ

めなさい。あす、

主
しゅ

があなたがたのうちに不思議
ふ し ぎ

を

行
おこな

われるからである。 5節
せつ

ヨシュアさんには、神様
かみさま

がなさろうとしてお

られた不思議
ふ し ぎ

なみわざがわかっておられたの

でしょうね。だから、「身
み

を清
きよ

めなさい」とヨ

シュアは民
たみ

に言
い

いました。おそれの心
こころ

をもっ

て、身
み

も心
こころ

も清
きよ

くして、神様
かみさま

の不思議
ふ し ぎ

なみわ

ざを見
み

せていただくように、ということでした。

きっと民
たみ

はみんな、「神様
かみさま

がしてくださる

不思議
ふ し ぎ

って、どんなことだろう？」とドキドキ

ワクワクしながら、身
み

も心
こころ

も清
きよ

く備
そな

えたので

しょう。

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、あなたは本当
ほんとう

にいろいろな

不思議
ふ し ぎ

なことをしてくださるお方
かた

です。

ますますおそれ 敬
うやま

っていきます。

1 月 16 日（金）
聖書
せいしょ

ヨシュア 3・14～16

聖句
せ い く

塩
しお

の海
うみ

の方
ほう

に流
ながれ

れくだる水
みず

は全
まった

く

せきとめられたので、民
たみ

はエリコに向
む

かって渡
わた

った。 16節
せつ

祭司
さ い し

たちや民
たみ

たちは、いよいよヨルダン川
がわ

に

近
ちか

づきました。刈
かり

入
い

れの間 中
あいだじゅう

、水
みず

が岸
きし

一面
いちめん

に

あふれているヨルダン川
がわ

でした。四月
し が つ

頃
ごろ

のこと

だったので、ちょうど水
みず

がいっぱいの時
とき

でした。

みんなは「オオーッ！」ってきっと思
おも

ったこと

でしょうね。しかし、祭司
さ い し

たちの足
あし

が水
みず

ぎわに

ひたると、どうでしょう!! 上
うえ

から流
なが

れくだる

水
みず

がとどまるではありませんか！ 何
なん

と、何
なん

と、

民
たみ

は「信仰
しんこう

によって」かわいた地
ち

を渡
わた

りました。

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、あなたのみ言葉
こ と ば

に 従
したが

う時
とき

、

偉大
い だ い

なみわざを見
み

ます。今
いま

でも変
か

わりな

いことを信
しん

じて期待
き た い

します。

1 月 15 日（木）
聖書
せいしょ

ヨシュア 3・7～13

聖句
せ い く

こうしてわたしがモーセと共
とも

にい

たように、あなたとともにおること

を彼
かれ

らに知
し

らせるであろう。 7節
せつ

「ヨシュアさんは本当
ほんとう

にモーセの次
つぎ

に神様
かみさま

が

選
えら

ばれた人
ひと

だ、本当
ほんとう

に神様
かみさま

がヨシュアさんと共
とも

におられる！」と、民
たみ

の目
め

にもわかるようにし

ますと、神様
かみさま

はヨシュアに言
い

われて、作戦
さくせん

を教
おし

えられます。契約
けいやく

の箱
はこ

をかく祭司
さ い し

たちの足
あし

がヨ

ルダン川
がわ

の水
みず

ぎわに行
い

くとすぐ水
みず

の中
なか

に踏
ふ

み

とどまるように、すると上
うえ

から流
なが

れくだる川
かわ

の

水
みず

はとどめられて、うず高
たか

くなりますと！ こ

れは本当
ほんとう

に民
たみ

が一度
い ち ど

も通
とお

ったことのない道
みち

で

した！

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、あなたは選
えら

んだヨシュアを

信頼
しんらい

し、また民
たみ

にも 尊
とうと

い 器
うつわ

として示
しめ

さ

れました。あなたが共
とも

におられることが

しるしです。

1 月 17 日（土）
聖書
せいしょ

ヨシュア 3・17

聖句
せ い く

主
しゅ

の契約
けいやく

の箱
はこ

をかく祭司
さ い し

たちは、ヨ

ルダンの中
なか

のかわいた地
ち

に立
た

ってい

た。 17節
せつ

「えーっ！ 大丈夫
だいじょうぶ

かな～？ 水
みず

がドドーッて、

また流
なが

れてこないのかな～？」と、だれも思
おも

わ

なかったのです。エライ!! そんな堅
かた

い信
しん

仰
こう

を

私
わたし

たちも持
も

ちたいものですね。祭司
さ い し

たちは言
い

われたとおりにヨルダン川
がわ

の中
なか

のかわいた地
ち

にずーっと立
た

っていました。民
たみ

が（…さて、

何十万人
なんじゅうまんにん

、何百万人
なんびゃくまんにん

いたのかな？）みーんな

渡
わた

り切
き

るまでね。「そしてついに民
たみ

はみなヨル

ダンを渡
わた

り終
おわ

った」、渡
わた

り切
き

ったのです！ ハレ

ルヤー！

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、何
なん

という感激
かんげき

の瞬 間
しゅんかん

だっ

たことでしょう。約束
やくそく

の天
てん

の御国
み く に

に行
い

く

まであなたを堅
かた

く信
しん

じ続
つづ

けます。



聖
せ い

書
し ょ

ヨシュア 6・1～20

テ ー マ ヨシュア③ エリコの城壁
じょうへき

暗 唱
あ ん し ょ う

聖 句
せ い く

そうすれば、町
まち

の周囲
しゅうい

の石
いし

がき

は、くずれ落
お

ち、民
たみ

はみなただち

に進
すす

んで、攻
せ

め上
の

ることができる。

ヨシュア 6・5

目
も く

標
ひょう

人間的
にんげんてき

な方法
ほうほう

でなく、神
かみ

の方法
ほうほう

によって勝利
しょうり

を得
え

る。

1 月 19 日（月）
聖書
せ い し ょ

ヨシュア 6・2

聖句
せ い く

見
み

よ、わたしはエリコと、その王
おう

お

よび大勇士
だ い ゆう し

を、あなたの手
て

にわたし

ている。 2節
せつ

イスラエルの人
ひと

たちがどうやってもたおせ

ないと思
おも

う敵
てき

の町
まち

。だけど神様
かみさま

は「あなたたち

はもう勝
か

っているよ！」と言
い

われました。

戦
たたか

ってもいないのに？ そうです！

神様
かみさま

は、神様
かみさま

を信
しん

じる人
ひと

にはどんな問題
もんだい

や

悪魔
あ く ま

にも勝
か

てる力
ちから

をくださるお方
かた

です。そし

て、あなたの先頭
せんとう

に立
た

って悪魔
あ く ま

と戦
たたか

ってくだ

さるお方
かた

だから！

なんでもできる神様
かみさま

が「もう勝
か

ったよ！」と

約束
やくそく

してくれるなら、どんなことにも勇気
ゆ う き

を

もって立
た

ち向
む

かえるよね！

祈
い の

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、どんなことにも勝
か

てるあな

たの 力
ちから

を信
しん

じます。

1 月 18 日（日）
聖書
せ い し ょ

ヨシュア 6・35

聖句
せ い く

そうすれば、町
まち

の周囲
しゅうい

の石
いし

がきは、

くずれ落
お

ち、民
たみ

はみなただちに進
すす

ん

で、攻
せ

め上
の

ることができる。 35節
せつ

イスラエルの人
ひと

たちが、大
おお

きくて頑丈
がんじょう

なエ

リコの町
まち

の壁
かべ

を崩
くず

すためにしたことはなんで

しょう？ ただ、神様
かみさま

の言
い

うとおり、壁
かべ

の周
まわ

り

を毎日
まいにち

回
まわ

っただけでした！

わたしたちは、問題
もんだい

が起
お

きると、なんとか

自分
じ ぶ ん

で解
かい

決
けつ

しなきゃ！と考
かんが

えてしまいます。

目
め

で見
み

えるものだけを信
しん

じようとします。

でも、もし、あなたが神様
かみさま

を信
しん

じるなら、まず

は神様
かみさま

がどう言
い

っているかを知
し

り、神様
かみさま

に従
したが

うことが大切
たいせつ

なのです！ それが一番
いちばん

の勝利
しょうり

の

近道
ちかみち

なんです！

祈
い の

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、一番
いちばん

の勝利
しょうり

の近道
ちかみち

であるあ

なたに聞
き

いて 従
したが

います。

1 月 20 日（火）
聖書
せ い し ょ

ヨシュア 6・2

聖句
せ い く

見
み

よ、わたしはエリコと、その王
おう

お

よび大勇士
だ い ゆう し

を、あなたの手
て

にわたし

ている。 2節
せつ

昨日
き の う

のお話
はなし

の続
つづ

き！ あなたは、ごはんを食
た

べる前
まえ

、学校
がっこう

に行
い

く前
まえ

、勉強
べんきょう

する前
まえ

、お友だ

ちとあそぶ前
まえ

、何
なに

か大切
たいせつ

なことをする前
まえ

に、お

祈
いの

りしますか？

ヨシュアは、エリコの町
まち

をたおしに行
い

く前
まえ

、

神様
かみさま

のお言葉
こ と ば

をしずかに聞
き

きましたよ。そして、

心
こころ

に安心
あんしん

をもらって、今
いま

からどうすればよい

か、一
ひと

つ一
ひと

つ教
おし

えてもらったのでした。

聖書
せいしょ

の中
なか

、お祈
いの

りの中
なか

から神様
かみさま

の声
こえ

を聞
き

こう

とするなら、神様
かみさま

は必
かなら

ずあなたに応
こた

え、安心
あんしん

と

知恵
ち え

と力
ちから

をくださることをわすれないでね！

祈
い の

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、何
なに

よりもまず、お祈
いの

りして

あなたのおことばを聞
き

けますように。



1 月 21 日（水）
聖書
せ い し ょ

ヨシュア 6・3～5

聖句
せ い く

六日
む い か

の間
あいだ

そのようにしなければな

らない。 3節
せつ

神様
かみさま

にお祈
いの

りしたのにすぐに答
こた

えてくれな

い！ 「もうお祈
いの

りなんてやーめた！」なんて

言
い

っている人
ひと

はいませんか？

神様
かみさま

は、本当
ほんとう

に信
しん

じて待
ま

っているか、そのお

祈
いの

りが心
こころ

からのものか、あなたを見
み

ておられ

ますよ。イスラエルの人
ひと

たちも、神様
かみさま

に「待
ま

つ

こと」、「神様
かみさま

を信
しん

じて従
したが

うこと」を教
おし

えても

らったんだ。

神様
かみさま

が用意
よ う い

してくださるふしぎなご計画
けいかく

と

時
とき

とを信
しん

じて待
ま

てる、そんなあなたでいてくだ

さいね！ 神様
かみさま

はいちばん良
よ

いときにいちばん

良
よ

いこたえをくださるからね！

祈
い の

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、あなたの「時
とき

」があること

を信
しん

じて待
ま

ちます。

1 月 23 日（金）
聖書
せ い し ょ

ヨシュア 6・17～18

聖句
せ い く

あなたがたは、奉納物
ほうのうぶつ

に手
て

を触
ふ

れて

はならない。 18節
せつ

あなたは、神様
かみさま

が喜
よろこ

ばれないこと、おきら

いになることが何
なに

かわかりますか？ 神様
かみさま

を信
しん

じているのに、神様
かみさま

が喜
よろこ

ばれないことをして

いませんか？

エリコの町
まち

は、本当
ほんとう

の神様
かみさま

に従
したが

わない、偶像
ぐうぞう

のたくさんいる町
まち

でした。沢山
たくさん

の罪
つみ

があるこの

町
まち

を滅
ほろ

ぼすと神様
かみさま

がお決
き

めになったので、その

町
まち

にあるものは一
ひと

つも自分
じ ぶ ん

のものにしてはい

けません、と聖書
せいしょ

は言
い

っています。

あなたも、神様
かみさま

に従
したが

うなら、神様
かみさま

が喜
よろこ

ばな

いこと、罪
つみ

だとわかっていることをしてはいけ

ない！ あなたもエリコのように滅
ほろ

びないため

に！という教
おし

えです。

祈
い の

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、あなたが 喜
よろこ

ばないことや

罪
つみ

だと思
おも

うことから離
はな

れて生
い

きます。

1 月 22 日（木）
聖書
せ い し ょ

ヨシュア 6・11～14

聖句
せ い く

こうして主
しゅ

の箱
はこ

を持
も

って、町
まち

を巡
めぐ

ら

せ、その周囲
しゅうい

を一
いち

度
ど

回
まわ

らせた。11節
せつ

神様
かみさま

を信
しん

じている人
ひと

たちがすることを、信
しん

じ

ていない人
ひと

が見
み

ると、どんな風
ふう

に見
み

えるでしょ

う？ 賛美
さ ん び

したり、お祈
いの

りしたり、聖書
せいしょ

を読
よ

ん

だり、何
なん

の意味
い み

があるの？って思
おも

われることが

たくさん！ でもね、他
ほか

の人
ひと

にどんな風
ふう

に思
おも

わ

れても、神様
かみさま

を知
し

っている人
ひと

たちには、それは

とっても意味
い み

のあることなのです！ そして、

神様
かみさま

を信
しん

じている人
ひと

たちのすることは、信
しん

じて

いない人
ひと

たちや悪魔
あ く ま

を「あっ」と言
い

わせるふし

ぎな力
ちから

を生
う

むのです！

そう、あなたのする全
すべ

てのことに意味
い み

を持
も

たせ

てくださる、それが神様
かみさま

のすばらしさだよ！

祈
い の

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、神様
かみさま

を信
しん

じて 行
おこな

うすべて

のことがまわりの人
ひと

や悪魔
あ く ま

に「あっ」

と言
い

わせる 力
ちから

になりますように！

1 月 24 日（土）
聖書
せ い し ょ

ヨシュア 6・19～20

聖句
せ い く

民
たみ

はラッパの音
ね

を聞
き

くと同時
ど う じ

に、み

な大声
おおごえ

をあげて呼
よ

ばわったので、石
いし

がきはくずれ落
お

ちた。 20節
せつ

武器
ぶ き

もあまりなく、戦
たたか

うための訓練
くんれん

もそんな

にしていなかったイスラエルがどうしてエリコ

に勝
か

てたの？ それは、ただ神様
かみさま

が一緒
いっしょ

にいて

力
ちから

をくれたから！ 神様
かみさま

からはなれたらイスラ

エルは勝
か

てなかったの。神様
かみさま

すごい！

あなたも同
おな

じ！ あんまり自信
じ し ん

がなくて、強
つよ

く

なくても、ただ神様
かみさま

が一緒
いっしょ

にいてくださり、あ

なたが神様
かみさま

のみ言葉
こ と ば

に従
したが

っているなら、どこで

何
なに

をしていても怖
こわ

がらずに進
すす

んでいけるよ！

そして、神様
かみさま

に守
まも

られて、悪魔
あ く ま

にも勝
か

てる神様
かみさま

の

子
こ

どもでいられるんだよ！ 神様
かみさま

に感謝
かんしゃ

しよう。

祈
い の

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、私
わたし

を守
まも

り、助
たす

け、勝
か

たせて

くださるあなたに感謝
かんしゃ

して毎日
まいにち

を過
す

ごし

ます。



聖
せ い

書
し ょ

ヨシュア 24・14－15

テ ー マ ヨシュア④ 神
かみ

に仕
つか

える決心
けっしん

暗 唱
あ ん し ょ う

聖 句
せ い く

わたしとわたしの家
いえ

とは共
とも

に主
しゅ

に仕
つか

えます ヨシュア 24・15

目
も く

標
ひょう

自覚的
じ か くて き

な選択
せんたく

と決心
けっしん

をもって神
かみ

に仕
つか

える者
もの

となる。

1 月 26 日（月）
聖書
せ い し ょ

ヨシュア 24・14

聖句
せ い く

それゆえ、いま、あなたがたは主
しゅ

を

恐
おそ

れ、まことと、まごころと、真実
しんじつ

と

をもって、主
しゅ

に仕
つか

え 14節
せつ

ちょっとスゴワザができる人
ひと

に「今
いま

の神
かみ

じゃ

ね？」って言
い

ってる人、ふえてきたね。

でも、神
かみ

って？ どこにでもあって、だれで

もがんばれば神
かみ

になるなら、この世界
せ か い

は神
かみ

様
さま

だ

らけで、なんてうすっぺらい神
かみ

様
さま

なんだろ。

本当
ほんとう

の神
かみ

様
さま

は、この世界
せ か い

を造
つく

り、人
ひと

を造
つく

り、

支配
し は い

しておられるたった一人
ひ と り

のお方
かた

だよ。

あなたは、その神
かみ

様
さま

をどのように思
おも

い、どん

な気
き

もちで向
む

き合
あ

い、どう従
したが

っていますか。

たった一人
ひ と り

の神
かみ

様
さま

を何
なに

よりもだれよりも、

尊敬
そんけい

していますか？ 神
かみ

様
さま

を恐
おそ

れるって大事
だ い じ

！

祈
い の

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、たった一人
ひ と り

のわたしの神
かみ

様
さま

としてあなたを尊敬
そんけい

し、大切
たいせつ

にします。

1 月 25 日（日）
聖書
せ い し ょ

ヨシュア 24・15

聖句
せ い く

わたしとわたしの家
いえ

とは共
とも

に主
しゅ

に

仕
つか

えます 15節
せつ

今日
き ょ う

の言葉
こ と ば

は、110才
さい

で亡
な

くなるヨシュアが

最後
さ い ご

にのこしたメッセージだったんだ。

わたしたちも人生
じんせい

をふりかえると、きっと色
いろ

んなことが思
おも

い出
だ

されて、あんなこともしたな、

こんなこともあったなって思
おも

うだろうね。

でも、どれ一
ひと

つとっても、自分
じ ぶ ん

の力
ちから

だけで

できたことはなく、神様
かみさま

の守
まも

りと助
たす

けがあった

ことをきっとわかるようになるよ。

あなたは、その神様
かみさま

への感謝
かんしゃ

や信仰
しんこう

を、どの

くらい家族
か ぞ く

やまわりの人
ひと

たちにバトンタッチ

できるだろうね。

一生
いっしょう

、いっしょに神様
かみさま

を信
しん

じ、仕
つか

えていけ

るわたしたちでいようね！

祈
い の

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、一 生
いっしょう

あなたを信
しん

じて仕
つか

え

ていけますように。

1 月 27 日（火）
聖書
せ い し ょ

ヨシュア 24・14

聖句
せ い く

それゆえ、いま、あなたがたは主
しゅ

を

恐
おそ

れ、まことと、まごころと、真実
しんじつ

と

をもって、主
しゅ

に仕
つか

え 14節
せつ

「まこと」ってことばには「完全
かんぜん

になった」っ

て意味
い み

があるんだって。神
かみ

様
さま

を知
し

らなかったと

きは、罪
つみ

の中
なか

にいて、神
かみ

様
さま

を神
かみ

様
さま

だとも思
おも

えな

かったし、神
かみ

様
さま

がわたしたちを救
すく

って永遠
えいえん

の

命
いのち

をくださることもしらなかったね。

でも、もうイエス様
さま

を信
しん

じたときから、一人
ひ と り

一人
ひ と り

が造
つく

りかえられ、新
あたら

しくなって、神
かみ

様
さま

に仕
つか

えることができるようになったんだ。

罪
つみ

の世界
せ か い

からぬけだして、新
あたら

しい、まこと

の心
こころ

で、神
かみ

様
さま

に仕
つか

えて行
い

こう！

祈
い の

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、古
ふる

い自
じ

分
ぶん

ではなく、 新
あたら

し

くされたまことの 心
こころ

で仕
つか

えていきます。



1 月 28 日（水）
聖書
せ い し ょ

ヨシュア 24・14

聖句
せ い く

それゆえ、いま、あなたがたは主
しゅ

を

恐
おそ

れ、まことと、まごころと、真実
しんじつ

と

をもって、主
しゅ

に仕
つか

え 14節
せつ

「真実
しんじつ

」は、ゆりうごかされない心
こころ

だって。

いつも神
かみ

様
さま

を信
しん

じているつもりでも、ほんの

小
ちい

さな楽
たの

しみや悲
かな

しみにであっただけで、わた

したちの心
こころ

はぐらぐら。だから、たんに教会
きょうかい

に

行
い

くぐらいならできても、心
こころ

をまっすぐに神
かみ

様
さま

だけに向
む

けて信
しん

じつづけるって、むずかしいね。

ただ、どんなときも、神
かみ

様
さま

の真実
しんじつ

はいつも、

だれに向
む

かっても変
か

わらないよ。あなたも、真実
しんじつ

の、ゆるがない心
こころ

で、どんなときも神
かみ

様
さま

を信
しん

じ

つづけ、従
したが

いつづけてくださいね。

祈
い の

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、ゆらぎやすい 心
こころ

を守
まも

って

ください。ゆらぐときには、あなたのわ

たしへの真実
しんじつ

を思
おも

いだせますように。

1 月 30 日（金）
聖書
せ い し ょ

ヨシュア 12・15

聖句
せ い く

あなたがたの仕
つか

える者
もの

を、きょう、

選
えら

びなさい。 15節
せつ

神
かみ

様
さま

は、人
ひと

が、みんなロボットみたいに

自動的
じ ど うて き

に神
かみ

様
さま

に従
したが

うようにわたしたちを造
つく

ら

ず、「選択
せんたく

＝えらぶ」力
ちから

をくださっているね。

中
なか

には、神
かみ

様
さま

じゃないものを信
しん

じたり、信
しん

じな

い自分
じ ぶ ん

を信
しん

じて生
い

きたり、信
しん

じたいけど従
したが

い

たくない人
ひと

もいるね。だから、人
ひと

が「わたしは

神
かみ

様
さま

を信
しん

じて生
い

きます」という決
けつ

心
しん

がないと、

永遠
えいえん

の命
いのち

はうけとることができないんだ。

でももし、神
かみ

様
さま

を信
しん

じて生
い

きる決
けっ

心
しん

をし、神
かみ

様
さま

を愛
あい

していくなら、あなたの人生
じんせい

を、神
かみ

様
さま

が

責任
せきにん

をもってみちびいてくださるよ。

祈
い の

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、選
えら

ぶ 力
ちから

をありがとうござ

います。あなたを愛
あい

して 従
したが

う道
みち

を、い

つも選択
せんたく

できますように。

1 月 29 日（木）
聖書
せ い し ょ

ヨシュア 24・14

聖句
せ い く

あなたがたの先祖
せ ん ぞ

が、川
かわ

の向
む

こう、

およびエジプトで仕
つか

えた他
た

の神
かみ

々
がみ

を

除
のぞ

き去
さ

って、主
しゅ

に仕
つか

えなさい。14節
せつ

神
かみ

様
さま

とあなたの大切
たいせつ

なものをならべてみて、

どっちをとる？って聞
き

かれたら「神
かみ

様
さま

だよ」と

答
こた

えるのはかんたんかもしれないね。でも、

聖書
せいしょ

を読
よ

むよりゲームやテレビの方
ほう

が好
す

き

だったり、お祈
いの

りより占
うらな

いやおまじないにた

よったりなんてことないですか？

だから、今
いま

、自分
じ ぶ ん

が何
なに

を一番
いちばん

にしているのか、

本当
ほんとう

に一番
いちばん

にしないといけないのは何
なに

かを、よ

く考
かんが

えてみてください。もし、神
かみ

様
さま

が喜
よろこ

ばれ

ないことが心
こころ

の中
なか

にあるなら、そのときは、

「除
のぞ

き去
さ

る」ことが大切
たいせつ

！

祈
い の

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、あなたに 喜
よろこ

ばれないもの

を 心
こころ

から除
のぞ

き去
さ

って、従
したが

っていけます

ように。

1 月 31 日（土）
聖書
せ い し ょ

ヨシュア 12・15

聖句
せ い く

ただし、わたしとわたしの家
いえ

とは共
とも

に主
しゅ

に仕
つか

えます。 15節
せつ

あなたは、なぜ神様
かみさま

を信
しん

じ、教会
きょうかい

に行
い

くの？

お父
とう

さんやお母
かあ

さんが教会
きょうかい

に行
い

くから？

教会
きょうかい

の先生
せんせい

が好
す

きだから？ もし、そうなら、

家
いえ

の人
ひと

が教会
きょうかい

に行
い

かなくなったり、教会
きょうかい

の

先生
せんせい

が変
か

わってしまったらこまりますね。

注目
ちゅうもく

してほしいのは、「ただし」ということ。

だれかが行
い

くから、好
す

きな人
ひと

がいるから、神
かみ

様
さま

を信
しん

じるのではなく、たとえそうでなくても、

神様
かみさま

が、あなたの神様
かみさま

だから、信
しん

じていくんで

す。どんなときも神様
かみさま

を信
しん

じつづけるあなたで

いてくださいね！

祈
い の

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、だれかや何
なに

かがあるからで

なく、あなたがわたしの神様
かみさま

だから、信
しん

じて生
い

きていきます。



聖
せ い

書
し ょ

マタイ 18・1～5

テ ー マ 幼
おさ

な子
ご

のように

暗 唱
あ ん し ょ う

聖 句
せ い く

心
こころ

をいれかえて幼
おさ

な子
ご

のよう

にならなければ、天国
てんごく

にはいるこ

とはできないであろう。

マタイ 18・3

目
も く

標
ひょう

幼
おさ

な子
ご

のようにへりくだった

心
こころ

で生
い

きる。

2 月 2 日（月）
聖書
せ い し ょ

マタイ 18・1

聖句
せ い く

いったい、天国
てんごく

ではだれがいちばん

偉
えら

いのですか。 1節
せつ

おやおや。イエス様
さま

のお弟子
で し

さんたちが、イ

エスさまの前
まえ

でケンカしてるみたい。

お弟子
で し

さんたちが気
き

になっていたのは「天国
てんごく

でだれがいちばんか」ということ。

お弟子
で し

さんたちは、イエス様
さま

ではなく、自
じ

分
ぶん

が偉
えら

くなること、自
じ

分
ぶん

が得
とく

をすることに心
こころ

が

うばわれていたのです。

この世界
せ か い

では、だれがいちばんかっこいいと

か、いちばん運動
うんどう

ができるとか、頭
あたま

がいいと

か、そんなことで偉
えら

さが決
き

まってしまいますね。

でも、この世界
せ か い

のルールと天国
てんごく

のルールはず

いぶんちがうことを知
し

らなければなりません。

祈
い の

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、天国
てんごく

のルールをもっと知
し

っ

ていくことができますように。

2 月 1 日（日）
聖書
せ い し ょ

マタイ 18・3

聖句
せ い く

心
こころ

をいれかえて幼
おさ

な子のようにな

らなければ、天国
てんごく

にはいることはで

きないであろう。 3節
せつ

イエス様
さま

の時代
じ だ い

の子
こ

どもや女
おんな

の人
ひと

がどんな

だったか、わかりますか？

人
ひと

の数
かず

を数
かぞ

えるとき、大
おと

人
な

の男
おとこ

の人
ひと

は数
かぞ

え

てもらえても、女
おんな

の人
ひと

や子
こ

どもは数
かぞ

えてもら

えないくらい、ちっぽけなそんざいだったんだ。

小
ちい

さな、助
たす

けと守
まも

りがないと生
い

きていけない

ような子
こ

どものこと、イエス様
さま

がどんなにか

大事
だ い じ

にしておられたか、イエス様
さま

のおはなしを

聞
き

くと分
わ

かるね。

イエス様
さま

の愛
あい

は、どんな小
ちい

さな人
ひと

にもとどい

ていることをわすれないでね。

祈
い の

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、どんな人
ひと

でも愛
あい

してくださ

るイエス様
さま

をありがとうございます。

2 月 3 日（火）
聖書
せ い し ょ

マタイ 18・2

聖句
せ い く

イエスは幼
おさ

な子
ご

を呼
よ

び寄
よ

せ、彼
かれ

らの

まん中
なか

に立
た

たせて言
い

われた。 2節
せつ

イエス様
さま

は、お弟子
で し

さんたちがケンカして、

自
じ

分
ぶん

のことばかり考
かんが

えているのを見
み

て、「コ

ラァー！！」と怒
おこ

ったりはしませんでした。

そう、あの子
こ

どもをお弟子
で し

さんたちのまん中
なか

に立
た

たせられたのです。

きっと、だれが偉
えら

いかなんて言
い

っていたお

弟子
で し

さんたちは、子
こ

どものすがたを見
み

てハッ！

としたでしょうね。

どんなときも、イエス様
さま

は、見
み

えるように、

分
わ

かるように、まちがいを教
おし

え、正
ただ

しい道
みち

にみ

ちびいてくれる良
よ

い先
せん

生
せい

ですね。

イエス様
さま

ってすごい！

祈
い の

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、まちがいや正
ただ

しいことを

わかりやすく教
おし

えてくださるイエス様
さま

に感謝
かんしゃ

します。



2 月 4 日（水）
聖書
せ い し ょ

マタイ 18・3

聖句
せ い く

心
こころ

をいれかえて幼
おさ

な子
ご

のようにな

らなければ、天国
てんごく

にはいることはで

きないであろう。 3節
せつ

イエス様
さま

は、幼
おさ

な子
ご

のような人
ひと

こそが天国
てんごく

に

入
はい

るよ、と教
おし

えてくださいましたね。

この世界
せ か い

で偉
えら

いと思
おも

われるような人
ひと

ではな

く、神
かみ

様
さま

の守
まも

りと助
たす

けがないと生
い

きていけない

ことに気
き

づいた人
ひと

が、神
かみ

様
さま

から大切
たいせつ

にされるこ

とを教
おし

えてくださったんだね。

そして、偉
えら

さをくらべあう心
こころ

がだれにでも

あることを、イエス様
さま

は知
し

っておられたんだね。

あなたの心
こころ

の中
なか

はどうですか？ 「心
こころ

をい

れかえて！」いっしょに天国
てんごく

に行
い

けるわたした

ちでいようね！

祈
い の

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、人
ひと

とくらべて生
い

きる 心
こころ

を

いれかえます。天国
てんごく

に行
い

ける 心
こころ

にして

ください。

2 月 6 日（金）
聖書
せ い し ょ

マタイ 18・5

聖句
せ い く

このようなひとりの幼
おさ

な子
ご

を、わた

しの名
な

のゆえに受
う

けいれる者
もの

は、わ

たしを受
う

けいれるのである。 5節
せつ

自
じ

分
ぶん

が救
すく

われて、天国
てんごく

に行
い

ける者
もの

にされたと

いうことは、とってもうれしいことです。でも、

こんなときのまちがいは「わたしは天国
てんごく

に行
い

け

るけど、あの人
ひと

たちは行
い

けないでしょ」という

考
かんが

え。本当
ほんとう

にそれでいいですか？

イエス様
さま

が来
き

てくださったのは、滅
ほろ

びる者
もの

を

救
すく

うためでした。そして、あなたが滅
ほろ

びないよ

うに救
すく

ってくださっただけでなく、今
いま

、罪
つみ

の中
なか

で苦
くる

しんでいる人
ひと

たちを救
すく

いたいとねがって

おられるよ。

祈
い の

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、自
じ

分
ぶん

が救
すく

われたことだけを

よろこぶのではなく、もっと救
すく

いが必要
ひつよう

な人
ひと

のことも 考
かんが

えていきます。

2 月 5 日（木）
聖書
せ い し ょ

マタイ 18・4

聖句
せ い く

この幼
おさ

な子
ご

のように自
じ

分
ぶん

を低
ひく

くす

る者
もの

が、天国
てんごく

でいちばん偉
えら

いのであ

る。 4節
せつ

どうすれば「自
じ

分
ぶん

を低
ひく

く」できるんだろう？

どうせ自
じ

分
ぶん

なんか…って思
おも

うこと？ いいえ！

神
かみ

様
さま

が、あなたを愛
あい

して愛
あい

して、イエス様
さま

を

身代
み が

わりに十字架
じ ゅ うじ か

にかけてくださったことを

知
し

るとき、自
じ

分
ぶん

の本当
ほんとう

の姿
すがた

がどんなであるか

わかるね。愛
あい

がなく、おろかで、小
ちい

さい、神
かみ

様
さま

にただ救
すく

ってもらった自
じ

分
ぶん

のことがね。

どうか、いつもイエス様
さま

の十字架
じ ゅ うじ か

をわすれず、

感謝
かんしゃ

とよろこびをもって、神
かみ

様
さま

にたよるあなた

でいてください！

祈
い の

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、あなたがわたしを愛
あい

して、

イエス様
さま

を十字架
じゅうじか

につけられたことを

いつまでもわすれずに生
い

きていけます

ように。

2 月 7 日（土）
聖書
せ い し ょ

マタイ 18・5

聖句
せ い く

このようなひとりの幼
おさ

な子
ご

を、わた

しの名
な

のゆえに受
う

けいれる者
もの

は、わ

たしを受
う

けいれるのである。 5節
せつ

学校
がっこう

に行
い

くと、好
す

きな友
とも

だちだけじゃないよ

ね。いじめっ子
こ

やいじめられっ子
こ

、悪口
わるぐち

言
い

う子
こ

にちょっと変
か

わった子
こ

。そんな子
こ

たちのこと

「フン」「あっち行
い

け」「きらい」「ムシしよ」っ

て思
おも

っちゃうかもしれないね。

でも、イエス様
さま

は「受
う

け入
い

れなさい」って言
い

うんだ。神
かみ

様
さま

の愛
あい

、イエス様
さま

の教
おし

えてくれたこ

と、あなたがもらったたくさんの恵
めぐ

みを、こん

どはあなたが伝
つた

えていく番
ばん

だよ。

祈
い の

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、あなたがわたしにくださっ

た愛
あい

を、どんな友
とも

だちにも同
おな

じようにあ

げられますように。



聖
せ い

書
し ょ

マタイ 18・12～14

テ ー マ 迷子
ま い ご

の羊
ひつじ

暗 唱
あ ん し ょ う

聖 句
せ い く

もしそれを見
み

つけたなら…迷
まよ

わ

ないでいる九 十 九 匹
きゅうじゅうきゅうひき

のためよ

りも、むしろその一匹
いっぴき

のために

喜
よろこ

ぶであろう マタイ 18・13

目
も く

標
ひょう

一人
ひ と り

を追
お

い求
もと

めて救
すく

おうとされ

る神
かみ

の御心
みこころ

を知
し

って生
い

きる。

2 月 9 日（月）
聖書
せ い し ょ

マタイ 18・12

聖句
せ い く

あなたがたはどう思
おも

うか。 12節
せつ

昨日
き の う

は、この世界
せ か い

のルールと天
てん

国
ごく

のルールの

ちがいのことを話
はなし

したけれど、それを聞
き

いて

あなたはどう思
おも

いましたか？

もし、今
いま

まで、みんなと同
おな

じように、この世界
せ か い

のルールがあたりまえだと思
おも

って生
い

きていた

なら、少
すこ

し立
た

ち止
ど

まってみてください。

イエス様
さま

も、あなたに「どう思
おも

うか？」と聞
き

いています。たんに「ああそうなんだ～」って

「思
おも

う」だけではなく、どうしていかないとい

けないか？ 今
いま

までなんでもないように思
おも

って

いた人
ひと

も、そのことをもっと考
かんが

えなさい、と

いうことだね。イエス様
さま

の言葉
こ と ば

を考
かんが

えようね。

祈
い の

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、もっと深
ふか

く、イエス様
さま

の

言葉
こ と ば

の意味
い み

、天
てん

国
ごく

のことを 考
かんが

えていけ

ますように。

2 月 8 日（日）
聖書
せ い し ょ

マタイ 18・13

聖句
せ い く

もしそれを見
み

つけたなら…迷
まよ

わな

いでいる九 十 九 匹
きゅうじゅうきゅうひき

のためよりも、

むしろその一匹
いっぴき

のために喜
よろこ

ぶであ

ろう。 13節
せつ

つらい思
おも

いをして、もう教会
きょうかい

に来
こ

なくなっ

た子
こ

を知
し

ってるかな？ でも、「いいよいいよ、

一人
ひ と り

いなくてもほかの子
こ

は来
き

てるから…」いな

くなった子
こ

を気
き

にすることもなく毎日
まいにち

がすぎ

ていく。これがこの世界
せ か い

の考
かんが

え方
かた

だね。

でも、今日
き ょ う

のお話
はなし

はちょっとちがうみたい。

百
ひゃっ

匹
ぴき

の羊
ひつじ

の中
なか

で、たった一匹
いっぴき

がいなくなった

ときに、本当
ほんとう

に気
き

にしないといけないのは一匹
いっぴき

のほうだって！

この世界
せ か い

のルールと天国
てんごく

のルールにはこん

なに大
おお

きなちがいがあるんだね！

祈
い の

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、この世界
せ か い

のでなく、もっと

天
てん

国
ごく

のルールを知
し

らせてください。

2 月 10 日（火）
聖書
せ い し ょ

マタイ 18・12

聖句
せ い く

その迷
まよ

い出
で

ている羊
ひつじ

を捜
さが

しに出
で

か

けないであろうか。 12節
せつ

羊
ひつじ

飼
か

いが、たった一匹
いっぴき

の羊
ひつじ

を捜
さが

すために出
で

かけていくことを想像
そうぞう

してみてください。

岩
いわ

や崖
がけ

のある場所
ば し ょ

かもしれません。オオカミや

ヘビの危険
き け ん

もあるでしょう。日
ひ

が暮
く

れたら真
ま

っ

暗
くら

闇
やみ

になってしまいます。それでも最後
さ い ご

まであ

きらめずに捜
さが

すということは、羊
ひつじ

飼
か

いも命
いのち

が

けにならないとできないし、羊
ひつじ

を心
こころ

から愛
あい

し

ているんだね。

わたしたちも、神
かみ

様
さま

を信
しん

じる前
まえ

はこの一匹
いっぴき

の

羊
ひつじ

とおんなじだったんだ。命
いのち

がけでイエス様
さま

が助
たす

けてくれたから、今
いま

のあなたがいるんだね。

祈
い の

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、わたしもいなくなった一匹
いっぴき

の 羊
ひつじ

でした。イエス様
さま

の 命
いのち

がけの救
すく

い

を感謝
かんしゃ

します。



2 月 11 日（水）
聖書
せ い し ょ

マタイ 18・12

聖句
せ い く

その迷
まよ

い出
で

ている羊
ひつじ

を捜
さが

しに出
で

か

けないであろうか。 12節
せつ

昨日
き の う

のつづき！

この羊
ひつじ

のお話
はなし

は、神
かみ

様
さま

がどんなにわたした

ちを愛
あい

しているかを教
おし

えてくれるたとえです。

神
かみ

様
さま

は、どの人
ひと

も同
おな

じように愛
あい

していてくだ

さるお方
かた

です。でも、人間
にんげん

はちがうんだ。顔
かお

や

性格
せいかく

やお金
かね

のことで、人
ひと

のことを好
す

きになった

りきらいになったり…だれも受
う

け入
い

れなくて、

だれも愛
あい

さない人
ひと

だったとしても、それでも神
かみ

様
さま

はその人
ひと

のことを愛
あい

していることをわすれ

ないでください。

神
かみ

様
さま

の愛
あい

は、今日
き ょ う

もそんな人
ひと

を捜
さが

し、追
お

いつ

づけていることを感
かん

じてください。

祈
い の

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、たくさんの人
ひと

が、あなたに

見
み

つけ出
だ

されますように。

2 月 13 日（金）
聖書
せ い し ょ

マタイ 18・14

聖句
せ い く

これらの小
ちい

さい者
もの

のひとりが滅
ほろ

び

ることは、天
てん

にいますあなたがたの

父
とう

のみこころではない。 14節
せつ

あなたは、神
かみ

様
さま

があなたを愛
あい

し、受
う

け入
い

れて

くれたように、家族
か ぞ く

やお友
とも

だちや教会
きょうかい

の人
ひと

を

受
う

け入
い

れていますか？

自分
じ ぶ ん

が気
き

に入
い

ったから、好
す

きだから受
う

け入
い

れ

ることはかんたんなことです。この「～だから」

愛
あい

するの愛
あい

でなく、神
かみ

様
さま

の愛
あい

は「たとえ～でも」

愛
あい

する愛
あい

なのです。まだあなたが罪人
つみびと

だったと

きでも愛
あい

してくれた神
かみ

様
さま

の愛
あい

が大切
たいせつ

なんだね。

どんな人
ひと

でも受
う

け入
い

れる神
かみ

様
さま

の愛
あい

をもらっ

て、すごしてくださいね！

祈
い の

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、「～だからの愛
あい

」ではなく

「～でもの愛
あい

」をください。どんな人
ひと

で

も受
う

け入
い

れられますように。

2 月 12 日（木）
聖書
せ い し ょ

マタイ 18・13

聖句
せ い く

迷
まよ

わないでいる九 十 九 匹
きゅうじゅうきゅうひき

のため

よりも、むしろその一匹
いっぴき

のために喜
よろこ

ぶであろう。 13節
せつ

この羊
ひつじ

の話
はなし

を聞
き

いていると、羊
ひつじ

の群
む

れは、

イエス様
さま

に助
たす

けられたわたしたちのことだっ

て分
わ

かってくるね。そして、一人
ひ と り

一人
ひ と り

を神
かみ

様
さま

が

大切
たいせつ

に思
おも

ってくださることもわかったね。

でも、もう一
ひと

つ大切
たいせつ

なことがあるよ。

それは、いなくなった、たった一匹
いっぴき

の羊
ひつじ

を思
おも

う神
かみ

様
さま

の気
き

もちを自分
じ ぶ ん

の気
き

もちにしていくこ

と、イエス様
さま

の思
おも

いを自分
じ ぶ ん

の思
おも

いにしていくこ

とです。そうすれば、人
ひと

が一人
ひ と り

救
すく

われることの

喜
よろこ

びがどんなにすばらしいかわかるようにな

るよ！

祈
い の

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、あなたの思
おも

いにわたしの思
おも

いを合
あ

わせて生
い

きていけますように。

2 月 14 日（土）
聖書
せ い し ょ

マタイ 18・14

聖句
せ い く

これらの小
ちい

さい者
もの

のひとりが滅
ほろ

び

ることは、天
てん

にいますあなたがたの

父
ちち

のみこころではない。 14節
せつ

昨日
き の う

はどんな一日
いちにち

でしたか？

あなたのまわりに、だれにも目
め

にとめられない

人
ひと

、助
たす

けが必要
ひつよう

な人
ひと

、悲
かな

しそうにしている人
ひと

、

嫌
きら

われている人
ひと

はいませんでしたか？ 今日
き ょ う

、

あなたはその人
ひと

に何
なに

をしてあげられますか？

神
かみ

様
さま

の愛
あい

と赦
ゆる

しをいただいたわたしたちは、

今
いま

は神
かみ

様
さま

の使者
し し ゃ

！ 神
かみ

様
さま

のために生
い

きてるんだ。

一日
いちにち

をふりかえって、新
あたら

しい一日
いちにち

にはどん

なことができるか、神
かみ

様
さま

を喜
よろこ

ばせることを

計画
けいかく

し行
おこ

なうあなたでいてください！

祈
い の

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、聞
き

いただけで終
お

わるのでは

なく、一日
いちにち

一日
いちにち

、あなたのために何
なに

か行
おこ

なえる子
こ

どもとしてください。



聖
せ い

書
し ょ

マタイ 18・21～35

テ ー マ 七
なな

たびを七
なな

十倍
じゅうばい

するまで

暗 唱
あ ん し ょ う

聖 句
せ い く

わたしは七
なな

たびまでとは言
い

わな

い。七
なな

たびを七
なな

十倍
じゅうばい

するまでに

しなさい。 マタイ 18・22

目
も く

標
ひょう

神
かみ

の無限
む げ ん

の赦
ゆる

しを覚
おぼ

え、人
ひと

を赦
ゆる

す者
もの

となる。

2 月 16 日（月）
聖書
せ い し ょ

マタイ 18・21

聖句
せ い く

兄弟
きょうだい

がわたしに対
たい

して罪
つみ

を犯
おか

した

場合
ば あ い

、幾
いく

たびゆるさねばなりません

か。七
なな

たびまでですか。 21節
せつ

ペテロはいつもイエス様
さま

の一番
いちばん

でいたいと

思
おも

うお弟子
で し

さんでした。そして、あるとき、赦
ゆる

しについてイエス様
さま

に聞
き

いてみたんだ。

ペテロは、三度
さ ん ど

でなく七
なな

度
ど

も赦
ゆる

すなんて、な

んと心
こころ

が広
ひろ

いんだとほめてほしかったかもし

れないね。みんながあっ！とおどろいて、やっ

ぱりペテロはイエス様
さま

の一番
いちばん

だって思
おも

われた

かったかもしれないね。

でも、ペテロは赦
ゆる

しということをまだよく分
わ

かっていませんでした。

祈
い の

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、わたしも赦
ゆる

しのことをまだ

よくわかっていません。イエス様
さま

の赦
ゆる

し

のことがわかる子
こ

どもにしてください。

2 月 15 日（日）
聖書
せ い し ょ

マタイ 18・22

聖句
せ い く

わたしは七
なな

たびまでとは言
い

わない。

七
なな

たびを七
なな

十倍
じゅうばい

するまでにしなさ

い。 22節
せつ

「仏
ほとけ

の顔
かお

も三度
さ ん ど

」って言
こと

葉
ば

を知
し

ってる？

どんなやさしい人
ひと

でも、失礼
しつれい

なことをくりかえ

せば怒
おこ

りだすってことみたい。イスラエルでも、

「三度
さ ん ど

までは人
ひと

を赦
ゆる

しなさい」って教
おし

えがあっ

たんだって。でも、イエス様
さま

はちがうね！

七
なな

を七
なな

十倍
じゅうばい

だって！490回
かい

赦
ゆる

して 491回目
か い め

からは赦
ゆる

さなくていいよってこと？ いいえ！

この意味
い み

は「とことん赦
ゆる

す」ってこと！

そんなのできるわけないじゃん、って思
おも

って

るあなた。イエス様
さま

が言
い

うからには、あなたも

赦
ゆる

せる人
ひと

に、しかも、とことん赦
ゆる

す人
ひと

になる

よってことなのです！

祈
い の

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、イエス様
さま

の言
い

われるように

とことん赦
ゆる

す人
ひと

にしてください。

2 月 17 日（火）
聖書
せ い し ょ

マタイ 18・23～27

聖句
せ い く

一万
いちまん

タラントの負債
ふ さ い

のある者
もの

が、王
おう

のところに連
つ

れられてきた。 24節
せつ

ペテロのしつもんに、イエス様
さま

はあるたとえ

を話
はな

しはじめました。

王
おう

様
さま

にお金
かね

を借
か

りていた僕
しもべ

の話。一万
いちまん

タラ

ントってね、一万
いちまん

年
ねん

働
はたら

いても返
かえ

せないお金
かね

。

そんなお金
かね

どうすりゃいいのさ！！

でも、僕
しもべ

が必死
ひ っ し

に「お金
かね

を返
かえ

すまで待
ま

って

ください！」と言
い

うのをかわいそうに思
おも

い、借
しゃっ

金
きん

をなかったことにしてくれたのです！

この、返
かえ

せない借金
しゃっきん

は罪
つみ

のこと。赦
ゆる

したの

は神
かみ

様
さま

、赦
ゆる

されたのはわたしたち一人
ひ と り

一人
ひ と り

のこ

とだよ！ 神
かみ

様
さま

のあわれみの大
おお

きさに感謝
かんしゃ

だね。

祈
い の

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、返
かえ

しきれない罪
つみ

を、あなた

が赦
ゆる

してくださったことを感謝
かんしゃ

します。



2 月 18 日（水）
聖書
せ い し ょ

マタイ 18・28～30

聖句
せ い く

その僕
しもべ

が出
で

て行
い

くと、百
ひゃく

デナリを

貸
か

しているひとりの仲間
な か ま

に出会
で あ

い、

彼
かれ

をつかまえ、首
くび

をしめて『借金
しゃっきん

を

返
かえ

せ』と言
い

った。 28節
せつ

王
おう

様
さま

に返
かえ

しきれない借金
しゃっきん

を赦
ゆる

してもらった

僕
しもべ

。ところが、帰
かえ

り道
みち

に出会
で あ

った仲間
な か ま

を見
み

た

とたん、首
くび

をしめて「金
かね

をかえせ～！！」と言
い

い、牢屋
ろ う や

に入
い

れたのです。百
ひゃく

デナリって百
ひゃく

日
にち

分
ぶん

のお給 料
きゅうりょう

だから返
かえ

そうと思
おも

えば返
かえ

せるん

だ。でも、僕
しもべ

は仲間
な か ま

を赦
ゆる

せませんでした。

僕
しもべ

は、自分
じ ぶ ん

がどんなに王
おう

様
さま

にあわれんでも

らったか、赦
ゆる

しの大
おお

きさや意味
い み

を分
わ

かっていな

かったのです。

あなたも、罪
つみ

を赦
ゆる

されたことの意味
い み

を考
かんが

え

てみてくださいね。

祈
い の

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、赦
ゆる

されたことの意味
い み

を、心
こころ

から分
わ

かりますように。

2 月 20 日（金か ね）
聖書
せ い し ょ

マタイ 18・35

聖句
せ い く

もし心
こころ

から兄弟
きょうだい

をゆるさないなら

ば、わたしの天
てん

の父
ちち

もまたあなたが

たに対
たい

して、そのようになさるであ

ろう。 35節
せつ

今週
こんしゅう

のお話
はなし

を聞
き

いてきて、神
かみ

様
さま

があなたに

何
なに

を願
ねが

っておられるか分
わ

かりましたか？

これは、あなたへの「赦
ゆる

しのチャレンジ」！

自分
じ ぶ ん

のちっぽけでせまい心
こころ

では人
ひと

を赦
ゆる

せま

せんが、神
かみ

様
さま

からもらった赦
ゆる

しと愛
あい

とがあるな

らば、あなたも赦
ゆる

す人
ひと

になるのです。

一日一日
いちにちいちにち

、自分
じ ぶ ん

が返
かえ

しきれない罪
つみ

を赦
ゆる

された

人
ひと

であること思
おも

い、感謝
かんしゃ

し、神
かみ

様
さま

のためにだれ

かを赦
ゆる

せる人
ひと

になっていこうね。

祈
い の

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、あなたのチャレンジを受
う

け

とりました。わたしが赦
ゆる

されたように、

わたしもだれかを赦
ゆる

す人
ひと

になります。

2 月 19 日（木）
聖書
せ い し ょ

マタイ 18・31～34

聖句
せ い く

わたしがあわれんでやったように、

あの仲間
な か ま

をあわれんでやるべきでは

なかったか。 33節
せつ

王
おう

様
さま

は、赦
ゆる

してあげた僕
しもべ

が自分
じ ぶ ん

の仲間
な か ま

にし

たことを聞
き

いて、ものすごく怒
おこ

りました！ そ

して、僕
しもべ

は王
おう

様
さま

の牢屋
ろ う や

に入
い

れられてしまいま

した。

人
ひと

のしたことを赦
ゆる

すというのは、かんたんな

ことではありません。王
おう

様
さま

だって一万
いちまん

タラント

を赦
ゆる

したとき、その一万
いちまん

タラントは王
おう

様
さま

が

背負
せ お

ったのと同
おな

じこと。それほどに赦
ゆる

しても

らったならば、僕
しもべ

も、王
おう

様
さま

のような心
こころ

で、仲間
な か ま

を赦
ゆる

す人
ひと

にならなければなりませんでしたね。

赦
ゆる

された人
ひと

は、赦
ゆる

す人
ひと

になるはずですね。

祈
い の

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、わたしもたくさん赦
ゆる

されて

いるのに、小
ちい

さなことを赦
ゆる

せずにいまし

た。ごめんなさい。

2 月 21 日（土）
聖書
せ い し ょ

マタイ 18・22

聖句
せ い く

わたしは七
なな

たびまでとは言
い

わない。

七
なな

たびを七
なな

十倍
じゅうばい

するまでにしなさ

い。 22節
せつ

イスラエルで「七
なな

」は「完全
かんぜん

」の意味
い み

だけど、

イエス様
さま

はその完全
かんぜん

に、完全
かんぜん

をかさねて赦
ゆる

すよ

うに言
い

われたんだね。

そのイエス様
さま

が、わたしたちの罪
つみ

のために

十字架
じ ゅ うじ か

で苦
くる

しまれたすがたを見
み

ると、罪
つみ

がまっ

たく、完全
かんぜん

に赦
ゆる

されたことがよく分
わ

かるね！

だれかに傷
きず

つけられたとしても、その傷
きず

は人
ひと

へのうらみではなく、イエス様
さま

が自分
じ ぶ ん

のために

苦
くる

しんだことを思
おも

う傷
きず

あととして見
み

つめられ

るようになるよ。イエス様
さま

の傷
きず

によってわたし

たちは赦
ゆる

され、いやされているよ。

祈
い の

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、完全
かんぜん

に罪
つみ

を赦
ゆる

すために

十字架
じゅうじか

にかかられたイエス様
さま

をありが

とうございます。



聖
せ い

書
しょ

マタイ 20・20～28

テ ー マ 仕
つか

える生
い

き方
かた

暗唱
あんしょう

聖句
せ い く

人
ひと

の子
こ

がきたのも、仕
つか

えられるため

ではなく、仕
つか

えるためであり、また

多
おお

くの人
ひと

のあがないとして、自分
じぶん

の

命
いのち

を与
あた

えるためである。

マタイ20・28

目
もく

標
ひょう

仕える
つか

生涯
しょうがい

を送
おく

られた御子
み こ

を覚
おぼ

え、仕
つか

える生
い

き方
かた

をする。

2 月 23 日（月）
聖書
せいしょ

マタイ 20・20～21

聖句
せ い く

ゼベダイの子
こ

らの母
はは

が、その子
こ

らと

一緒
いっしょ

にイエスのもとにきてひざまず

き、何事
なにごと

かをお願
ねが

いした。 20節
せつ

イエス様
さま

のところに、ゼベダイの子
こ

ヤコブと

ヨハネ、彼
かれ

らのお母
かあ

さんがいっしょにやって来
き

ました。お母
かあ

さんは「イエス様
さま

が王
おう

様
さま

になった

時
とき

、わたしの息子
む す こ

たちがあなたの右
みぎ

と左
ひだり

に座
すわ

れますように」言
い

いました。つまり、「息子
む す こ

た

ちが特別
とくべつ

に偉い
えら

人
ひと

になれるようにしてくださ

い」とお願
ねが

いしたわけです。

自分
じ ぶ ん

や自分
じ ぶ ん

の家族
か ぞ く

のことだけを特別
とくべつ

にして

ほしい！ そう思
おも

ってしまう危険
き け ん

は誰
だれ

にでもあ

ります。わたしたちも心
こころ

の中
なか

を点検
てんけん

してみま

しょう。

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、自分
じ ぶ ん

や自分
じ ぶ ん

の家族
か ぞ く

のことだけ

を 考
かんが

える危険
き け ん

からわたしを守
まも

ってくださ

い。

2 月 22 日（日）
聖書
せいしょ

マタイ 20・26～27

聖句
せ い く

あなたがたの間
あいだ

で偉
えら

くなりたいと思
おも

う者
もの

は、 26節
せつ

「偉
えら

くなりたい！」と思
おも

ったことがある人
ひと

は

いますか？ もっと身近
み ぢ か

なところだと、「グ

ループのリーダーになりたい」「班長
はんちょう

やりた

い」。「そんなこと思
おも

わないよ…」という人
ひと

も、

リーダーや目
め

だつ人
ひと

がいると「いいなあ」「あ

んなふうにはなれないなあ」と、うらやましく

なることがあります。人間
にんげん

って、人
ひと

の上
うえ

に立
た

ち

たい！という思
おも

いが心
こころ

のどこかにあるものな

んです。

今週
こんしゅう

は、イエス様
さま

が本当
ほんとう

のリーダーってど

んな人
ひと

なのか教
おし

えて下
くだ

さいますよ。あなたが

考
かんが

えているリーダーのイメージとは、全然
ぜんぜん

ち

がうかもしれません。

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、本当
ほんとう

のリーダーはどんなリー

ダーなのか、教
おし

えてください。

2 月 24 日（火）
聖書
せいしょ

マタイ 20・22

聖句
せ い く

あなたがたは、自分
じ ぶ ん

が何
なに

を求
もと

めてい

るのか、わかっていない。 22節
せつ

お母
かあ

さんにお願
ねが

いをさせて、実
じつ

は自
じ

分
ぶん

たちだ

けが偉
えら

くなりたいヤコブとヨハネ。イエス様
さま

は、

「あなたがたは、お願
ねが

いしていることの意味
い み

が

わかっていませんよ」と言
い

われました。さらに、

「わたしが飲
の

もうとしている 杯
さかずき

を飲
の

めます

か？」と質問
しつもん

をされました。「 杯
さかずき

」とは、イ

エス様
さま

が十字架
じ ゅ うじ か

にかかる苦
くる

しみのことです。彼
かれ

らはその意味
い み

も考
かんが

えないで、「できます！」と

答
こた

えました。

ヤコブとヨハネは、自分勝手
じ ぶ ん か っ て

でわがままなお

願
ねが

いをしていることにまったく気
き

づいていな

かったのです。わたしたちも、神様
かみさま

に自分勝手
じ ぶ ん か っ て

なお願
ねが

いばかりしていないかしら。

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、わたしが自分勝手
じ ぶ ん か っ て

でわがまま

なお願
ねが

いをしないように守
まも

ってください。



2 月 25 日（水）
聖書
せいしょ

マタイ 20・23

聖句
せ い く

わたしのすることではなく、わたし

の父
ちち

によって備
そな

えられている人々
ひとびと

だけに許
ゆる

されることである。 23節
せつ

自分勝手
じ ぶ ん か っ て

なお願
ねが

いに対
たい

してイエス様
さま

は、「そ

れは、わたしが決
き

めることではありません。父
ちち

なる神様
かみさま

が決
き

めることです」とハッキリ言
い

われ

ました。神様
かみさま

が考
かんが

えて神様
かみさま

が決
き

められること

ですから、自分
じ ぶ ん

から「偉
えら

い人
ひと

にしてください！」

とお願
ねが

いするのはおかしなことですね。

ついつい、自分
じ ぶ ん

のお願
えが

いばかりを聞
き

いてほし

くなる、わたしたち。お願
ねが

いするのは良
よ

いです

が、最後
さ い ご

は神様
かみさま

がお決
き

めになることに従
したが

うこ

と。それがいちばん大切
たいせつ

です。あなたにとって

何
なに

がいちばん良
よ

いことか、いちばん良
よ

く知
し

って

いるのはあなたではなく、神様
かみさま

！

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、あなたが決
き

められたことに、

すなおに 従
したが

えるようにしてください。

2 月 27 日（金）
聖書
せいしょ

マタイ 20・26～27

聖句
せ い く

あなたがの間
あいだ

でかしらになりたいと思
おも

う者
もの

は、僕
しもべ

とならねばならない。27節
せつ

イエス様
さま

は、「偉
えら

くなりたい人
ひと

は、仕
つか

える人
ひと

になること。リーダーになりたい人
ひと

は、しもべ

のように人々
ひとびと

をお世話
せ わ

する人
ひと

になりなさい」と

言
い

われました。弟子
で し

たちは、思
おも

いもよらないイ

エス様
さま

の言葉
こ と ば

にびっくり！ 自分
じ ぶ ん

たちが考
かんが

え

ていた偉
えら

い人
ひと

、リーダーとは全然
ぜんぜん

ちがうことを

言
い

われたのですから。

本当
ほんとう

のリーダーは、偉
えら

そうに命令
めいれい

する人
ひと

では

ありません。何
なに

かすごいことができる人
ひと

でもあ

りません。人々
ひとびと

にやさしい言葉
こ と ば

をかけ、気
き

を配
くば

り、まごころをこめてお世話
せ わ

をする人
ひと

が本当
ほんとう

の

リーダーなのです。

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、正
ただ

しいリーダーがわかりま

した。やさしく人々
ひとびと

に仕
つか

えることができ

る、本当
ほんとう

のリーダーになれますように。

2 月 26 日（木）
聖書
せいしょ

マタイ 20・24～25

聖句
せ い く

十人
じゅうにん

の者
もの

はこれを聞
き

いて、このふたり

の兄弟
きょうだい

たちのことで憤慨
ふんがい

した。24節
せつ

ヤコブとヨハネが「特別
とくべつ

に偉
えら

くなりたい！」

お願
ねが

いしたのを知
し

って、ほかの十人
じゅうにん

の弟子
で し

たち

はプンプンおこりました。なぜかというと、

「自分
じ ぶ ん

だって偉
えら

くなりたいのに、ずるいぞ！」

と思
おも

っていたからです。実
じつ

は、弟子
で し

たち全員
ぜんいん

が、

偉
えら

い人
ひと

になりたいと考
かんが

えていたのでした。

この世界
せ か い

の偉
えら

い人
ひと

、つまりリーダーというの

は、人々
ひとびと

に命令
めいれい

して言
い

うことを聞
き

かせる人
ひと

、何
なに

か

すごいことができる人
ひと

。それがリーダーだと

弟子
で し

たちは思
おも

っていました。イエス様
さま

は、弟子
で し

た

ちの考
かんが

えるリーダーが正
ただ

しくないことを教
おし

え

るため、彼
かれ

らにお話
はなし

を始
はじ

められました。

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、人
ひと

に命令
めいれい

したり、すごいこと

ができるのがリーダーではないと知
し

りまし

た。正
ただ

しいリーダーを教
おし

えてください。

2 月 28 日（土）
聖書
せいしょ

マタイ 20・20～28

聖句
せ い く

人
ひと

の子
こ

がきたのも、仕
つか

えられるため

ではなく、仕
つか

えるためであり、また多
おお

くの人
ひと

のあがないとして、自分
じ ぶ ん

の命
いのち

を与
あた

えるためである。 28節
せつ

本当
ほんとう

のリーダーのすがた、それはイエス様
さま

の

すがた。イエス様
さま

は神
かみ

の御子
み こ

なのに、人
ひと

として生
うま

れてくださいました。それは偉
えら

い人
ひと

になって、偉
えら

そうに命令
めいれい

するためではなく、人々
ひとびと

に仕
つか

えるた

めだったのです。偉
えら

そうにするどころか、いつ

も貧
まず

しい人々
ひとびと

や困
こま

っている人々
ひとびと

にやさしく仕
つか

え

ておられました。そして、わたしたちのために

十字架
じ ゅ うじ か

にかかって、命
いのち

まで捨
す

ててくださったの

です。

イエス様
さま

こそ、わたしたちが目指
め ざ

すべき本当
ほんとう

のリーダー。イエス様
さま

のように人々
ひとびと

につかえる

ことができるよう、祈
いの

りましょう！

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、イエス様
さま

にならって、人々
ひとびと

に仕
つか

える生
い

き方
かた

ができますように。



聖
せ い

書
しょ

マタイ 22・34～40

テ ー マ 一番
いちばん

大切
たいせつ

な戒
いまし

め

暗唱
あんしょう

聖句
せ い く

心
こころ

をつくし、精神
せいしん

をつくし、思
おも

い

をつくして、主
しゅ

なるあなたの神
かみ

を愛
あい

せよ。 マタイ22・37

目
もく

標
ひょう

一番
いちばん

大切
たいせつ

なこととして、神
かみ

を愛
あい

し、隣 人
となりびと

を愛
あい

する生
い

き方
かた

をす

る。

3 月 2 日（月）
聖書
せいしょ

マタイ 22・36

聖句
せ い く

先生
せんせい

、律法
りっぽう

の中
なか

で、どのいましめが

いちばん大切
たいせつ

なのですか。 36節
せつ

律法
りっぽう

とは、旧約
きゅうやく

聖書
せいしょ

に登場
とうじょう

するモーセの

律法
りっぽう

のこと。モーセはたくさんのいましめを、

神様
かみさま

から教
おし

えてもらいました。パリサイ人
びと

たち

はさらに、そのいましめを細
こま

かくして、なんと

六百
ろっぴゃく

以上
いじょう

のいましめがあったのです。その中
なか

で、どれがいちばん大切
たいせつ

かなんて、いじわるな

質問
しつもん

ですね…。

はたして、イエス様
さま

はどれが大切
たいせつ

だと言
い

われ

るのでしょう。わたしたちにとって、イエス様
さま

の言
い

われることが何
なに

より大切
たいせつ

です。何
なに

がいちば

ん良
よ

いのかな？とわからなくなった時
とき

、イエス

様
さま

は何
なん

と言
い

われたか、いつも聖書
せいしょ

を開
ひら

くように

しましょう。イエス様
さま

の言葉
こ と ば

に、注目
ちゅうもく

！

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、イエス様
さま

のみことばを、何
なに

よ

りも大切
たいせつ

にしていけますように。

3 月 1 日（日）
聖書
せいしょ

マタイ 22・34～35

聖句
せ い く

そして彼
かれ

らの中
なか

のひとりの律法
りっぽう

学者
がくしゃ

が、

イエスをためそうとして質問
しつもん

した。35節
せつ

今週
こんしゅう

も、イエス様
さま

の大切
たいせつ

な教
おし

えを学
まな

びま

しょう。イエス様
さま

は多
おお

くの人々
ひとびと

に尊敬
そんけい

されてい

ましたが、それをよく思
おも

わない人
ひと

たちもいまし

た。サドカイ人
びと

たちは、イエス様
さま

を困
こま

らせよう

とむずかしい質問
しつもん

をしましたが、イエス様
さま

はみ

ごとに答
こた

えられました。くやしさいっぱいのサ

ドカイ人
びと

のところへ、今度
こ ん ど

はパリサイ人
びと

が。そ

の中
なか

のひとりが、イエス様
さま

をためそうとして、

またむずかしい質問
しつもん

を持
も

ってきました。

あなたも神様
かみさま

について質問
しつもん

されることがあ

るかもしれませんね。イエス様
さま

の知恵
ち え

をいただ

いて答
こた

えられるよう、祈
いの

りましょう。

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、神様
かみさま

について聞
き

かれた時
とき

、答
こた

えることができるよう知恵
ち え

を与
あた

えてくだ

さい。

3 月 3 日（火）
聖書
せいしょ

マタイ 22・37

聖句
せ い く

心
こころ

をつくし、精神
せいしん

をつくし、思
おも

いをつく

して、主
しゅ

なるあなたの神
かみ

を愛
あい

せよ。 37節
せつ

イエス様
さま

がいちばん大切
たいせつ

だと言
い

われたのは、

「神様
かみさま

を愛
あい

しなさい！」ということでした。し

かも、心
こころ

をつくし、精神
せいしん

をつくし、思
おも

いをつく

して愛
あい

しなさい、と言
い

われます。心
こころ

いっぱい、

身体
か ら だ

いっぱい神様
かみさま

を愛
あい

しなさい、何
なに

よりも神様
かみさま

を愛
あい

しなさい！ ということです。

それは、まず神様
かみさま

があなたを愛
あい

してくださっ

たから。神様
かみさま

があなたのことを、心
こころ

をつくし、

精神
せいしん

をつくし、思
おも

いをつくして愛
あい

してくださっ

ていることを、心
こころ

にとめてください。神様
かみさま

に愛
あい

されていることがわかると、神様
かみさま

を愛
あい

していき

たいと心
こころ

から願
ねが

うようになるのです。

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、神様
かみさま

がわたしを愛
あい

してくだ

さったのですから、わたしも神様
かみさま

を 心
こころ

か

ら愛
あい

していけますように。



3 月 4 日（水）
聖書
せいしょ

マタイ 22・38

聖句
せ い く

これがいちばん大切
たいせつ

な、第一
だいいち

のいま

しめである。 38節
せつ

神様
かみさま

を愛
あい

しなさい！というのは、つまりどん

なことをすればよいのでしょう。「神様
かみさま

、大好
だ い す

きです！」とお祈
いの

りするのも、とってもすてき

なことだと思
おも

います。でもそれだけじゃなくて、

大好
だ い す

きの気持
き も

ちをちゃんと行動
こうどう

にうつすこと

が大切
たいせつ

です。それは、神様
かみさま

によろこんで従
したが

う

ことです！ 逆
ぎゃく

に、神様
かみさま

に従
したが

わないことは、

神様
かみさま

を愛
あい

していないことになってしまいます。

だから、「 大好
だ い す

きな神様
かみさま

によろこんでほし

いな」と思
おも

いながら、心から
こころ

従
したが

うのです。そ

れが神様
かみさま

を愛
あい

する、ということ。神様
かみさま

に従
したが

っ

て、神様
かみさま

への愛
あい

をいっぱいあらわしていきたい

ですね。

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、大好
だ い す

きなあなたに、心
こころ

から

従
したが

っていきたいです。

3 月 6 日（金）
聖書
せいしょ

マタイ 22・39

聖句
せ い く

自分
じ ぶ ん

を愛
あい

するようにあなたの隣
とな

り人
びと

を

愛
あい

せよ。 39節
せつ

イエス様
さま

は「隣
とな

り人
びと

を愛
あい

しなさい」と言
い

われ

ましたが、あなたにとって隣
とな

り人
びと

って、だれで

しょうか。家族
か ぞ く

、お友
とも

だち、知
し

っている人
ひと

とか。

でも、イエス様
さま

が言
い

われている隣り
とな

人
びと

ってそれ

だけじゃないんです。困
こま

っている人
ひと

や、悲
かな

しん

でいる人
ひと

がいたら、その人
ひと

も隣り
とな

人
びと

。さらに、

あなたに悪口
わるぐち

を言
い

ったり、イヤなことをしてく

る人
ひと

も隣り
とな

人
びと

なのです！ むしろ、自分
じ ぶ ん

が苦手
に が て

な人
ひと

こそ隣り
とな

人
びと

なんです。そんな人
ひと

を愛
あい

するこ

とができるかな。やさしく親切
しんせつ

にできるのかし

ら。自分
じ ぶ ん

の力
ちから

では、もう、無理
む り

。でも神様
かみさま

の愛
あい

をいただいたら、必ず
かなら

心
こころ

から愛
あい

せるようにな

ります。

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、苦手
に が て

な隣
とな

り人
びと

も愛
あい

せるよう

に、あなたの愛
あい

をください。

3 月 5 日（木）
聖書
せいしょ

マタイ 22・38～39

聖句
せ い く

自分
じ ぶ ん

を愛
あい

するようにあなたの隣
とな

り人
びと

を愛
あい

せよ。 39節
せつ

イエス様
さま

がいちばん大切
たいせつ

だと言
い

われた、いま

しめ。それは「神様
かみさま

を愛
あい

しなさい」だけではあ

りませんでした。「あなたの隣
とな

り人
びと

を愛
あい

しなさ

い、これも同じ
おな

様
よう

に大切
たいせつ

です」と言
い

われたので

す。

神様
かみさま

を愛
あい

する人
ひと

は、人
ひと

を心
こころ

から愛
あい

するよう

になります。神様
かみさま

が愛
あい

しておられる人々
ひとびと

を、

自分
じ ぶ ん

を大切
たいせつ

にするように愛
あい

していく人
ひと

になり

ます。人
ひと

を愛
あい

することは、神様
かみさま

が何
なに

よりもよろ

こばれるのです。だから、人
ひと

を愛
あい

さないなら、

神様
かみさま

を愛
あい

していないことになってしまいます。

神様
かみさま

を愛
あい

することは、人
ひと

を愛
あい

すること。これ

はワンセットです。

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、自分
じ ぶ ん

を大切
たいせつ

にするように、隣
とな

り人
びと

を愛
あい

することができますように。

3 月 7 日（土）
聖書
せいしょ

マタイ 22・34～40

聖句
せ い く

これらの二
ふた

つのいましめに、律法
りっぽう

全体
ぜんたい

と預言者
よ げ んし ゃ

とが、かかっている。40節
せつ

聖書
せいしょ

の中
なか

にある、たくさんのいましめ。その

いましめは、神様
かみさま

を愛
あい

し、人
ひと

を愛
あい

するなら全部
ぜ ん ぶ

守
まも

れるいましめです。つまり、神様
かみさま

と人
ひと

とを愛
あい

す

ることが何
なに

よりも大切
たいせつ

なことなのです。イエス

様
さま

は、いじわるなパリサイ人
びと

の質問
しつもん

にも見事
み ご と

に

答
こた

えられたのでした！

神様
かみさま

には心
こころ

から従
したが

い、隣り
とな

人
びと

には心
こころ

からや

さしさと思
おも

いやりを。たとえ苦手
に が て

な人
ひと

であって

も、その人
ひと

のために祈
いの

る。まわりの人
ひと

があなた

を見
み

て、「神様
かみさま

を信
しん

じてる人
ひと

ってすてきだなあ」

と思
おも

ってもらえるような、そんな生
い

き方
かた

ができ

たら本当
ほんとう

にすばらしいですね！

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、神様
かみさま

と人
ひと

を愛
あい

して、まわり

の人々
ひとびと

にあなたのことを伝
つた

えていけます

ように。



聖
せ い

書
しょ

マタイ 25・１～13

テ ー マ 主
しゅ

の再臨
さいりん

に備
そな

える

暗唱
あんしょう

聖句
せ い く

目
め

をさましていなさい。その日
ひ

その時
とき

が、あなたがたにはわから

ないからである。マタイ 25・13

目
も く

標
ひょう

霊
れい

の目
め

を覚
さ

まして、主
しゅ

のご再臨
さいりん

に備
そな

えた生
い

き方
かた

をする。

3 月 9 日（月）
聖書
せいしょ

マタイ 25・１～4

聖句
せ い く

その中
なか

の五
ご

人
にん

は思慮
し り ょ

が浅
あさ

く、五
ご

人
にん

は

思慮
し り ょ

深
ぶか

い者
もの

であった。 2節
せつ

パッと思
おも

いついて、サッとやってしまう人
ひと

も

いれば、じっくり、ゆっくりよく考
かんが

えてやる人
ひと

もいます。パッ、サッも、時
とき

には必要
ひつよう

かもしれ

ないです。しかし、「目
め

をさましていなさい」

ということは、きっと、しっかり考
かんが

えて賢
かしこ

く

やりなさいということなのでしょう。天国
てんごく

のた

とえに出
で

てくるあかりを手
て

にして花婿
はなむこ

を迎
むか

え

に出
で

て行
い

く十
じゅう

人
にん

のおとめ。半分
はんぶん

の五人
ご に ん

は考
かんが

え

が浅
あさ

い人
ひと

、あと五人
ご に ん

は考
かんが

え深
ふか

い人
ひと

で、あかり

のために油
あぶら

も一緒
いっしょ

に用意
よ う い

をしていたのです。

祈
いの

り 天
てん

のお父
おと

様
さま

、「花婿
はなむこ

のおいでがもしかし

て遅
おそ

いと、きっと 油
あぶら

がもっと必要
ひつよう

」と、

よく 考
かんが

えた 賢
かしこ

い五人
ご に ん

のようでありた

いです。

3 月 8 日（日）
聖書
せいしょ

マタイ 25・１～13

聖句
せ い く

目
め

をさましていなさい。その日
ひ

その

時
とき

が、あなたがたにはわからないか

らである。 13節
せつ

イエス様
さま

が信
しん

じるわたしたちを再
ふたた

び迎
むか

えに

来
き

てくださる、このことを再臨
さいりん

と言
い

います。そ

の日
ひ

その時
とき

は誰
だれ

にもわかりません。来
こ

られる本
ほん

人
にん

のイエス様
さま

も！ もちろんわたしたちもわか

りません。ただ父
ちち

なる神様
かみさま

だけが知
し

っておられ

ます。四年前
よ ね んま え

は３・11 という心
こころ

張
は

り裂
さ

けるよ

うな災害
さいがい

や、台風
たいふう

の災害
さいがい

があり、世
よ

の終
お

わりが

近
ちか

いと誰
だれ

もが思
おも

ったでしょう。再臨
さいりん

から、最後
さ い ご

の審
しん

判
ぱん

、新天
しんてん

新地
し ん ち

、つまり永遠
えいえん

の神
かみ

の国
くに

、つま

り天
てん

国
ごく

へと移
うつ

されます。天
てん

国
ごく

のたとえを心
こころ

に

刻
きざ

みましょう。

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、あなたがいつ来
こ

られてもよ

いように、賢
かしこ

い五
ご

人
にん

が 油
あぶら

を備
そな

えていた

ように、わたしをもお助
たす

けください。

3 月 10 日（火）
聖書
せいしょ

マタイ 25・5

聖句
せ い く

花婿
はなむこ

の来
く

るのがおくれたので、彼
かれ

ら

はみな居眠
い ね む

りをして、寝
ね

てしまった。

5節
せつ

「待
ま

つ」ことの苦手
に が て

な子
こ

がいますか？「長
なが

い

こと待
ま

たされる」と、どんな気持
き も

ちになります

か？ 「やーめた。もうこれ以上
いじょう

無理
む り

、待
ま

てな

い」となりますか？ ここの十人
じゅうにん

のおとめたち

は、考
かんが

えの浅
あさ

い人
ひと

たちも、考
かんが

えの深
ふか

い人
ひと

たち

も、花婿
はなむこ

さんの来
く

るのがおくれたので、待
ま

って、

待
ま

って、待
ま

つうちに、とうとうみんな居眠
い ね む

りが

ついてきて、コックリ、コックリ、そして、グー

と寝
ね

てしまいました！ 気持
き も

ちよく寝
ね

ていれば、

心
こころ

もまことに平安
へいあん

でいいかもしれませんね。

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、イエス様
さま

のおいでになるの

も、今
いま

もまだ長
なが

く待
ま

たれています。みん

なが救
すく

われるよう待
ま

っていてくださる

のですね。



3 月 11 日（水）
聖書
せいしょ

マタイ 25・6～7

聖句
せ い く

夜中
よ な か

に、『さあ、花婿
はなむこ

だ、迎
むか

えに出
で

なさい』と叫
さけ

ぶ声
こえ

がした。 6節
せつ

夜中
よ な か

、あなたはばく睡型
すいかた

ですか？ それとも

浅
あさ

い眠
ねむ

り？ 子
こ

どもの間
あいだ

はきっと夜中
よ な か

にふと

目
め

が覚
さ

めたりとか、眠
ねむ

れなかったりとかはない

ですよね。花婿
はなむこ

さんは「夜中
よ な か

」にご到着
とうちゃく

でし

た！ Ⅰテサロニケ５・２にも「主
しゅ

の日
ひ

は盗人
ぬすびと

が

夜
よる

くるように来
く

る」とありますから、突然
とつぜん

、

不意打
ふ い う

ちのようにして、花婿
はなむこ

なるイエス様
さま

が

やって来
こ

られるのですね！ その呼
よ

ぶ声
こえ

に、

十人
じゅうにん

のおとめたちは、一瞬
いっしゅん

、ボーッとしたか

もしれませんが、ハッとわれに帰
かえ

ってあかりを

整
ととの

えました。

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、いつイエス様
さま

が迎
むか

えに来
き

て

くださってもいいように、目
め

をさまして、

待
ま

つ子
こ

どもにしてください。

3 月 13 日（金）
聖書
せいしょ

マタイ 25・11～12

聖句
せ い く

しかし彼
かれ

は答
こた

えて、『はっきり言
い

う

が、わたしはあなたがたを知
し

らない』

と言
い

った。 12節
せつ

「そして戸
と

がしめられた」というみ言葉
こ と ば

は、

ノアの箱舟
はこぶね

の時
とき

のことを思
おも

い出
だ

しますね。神様
かみさま

がしめられたら、もう絶対
ぜったい

にもう一度
い ち ど

あけられ

るチャンス、入
はい

れるチャンスはないのです。と

ても厳粛
げんしゅく

ですね。ここでも油
あぶら

を買
か

いに行
い

って

いた五人
ご に ん

のおとめたちがやっとのことで帰
かえ

っ

てみると、ああ、戸
と

がしめられている・・・『ご

主
しゅ

人
じん

様
さま

、ご主人
しゅじん

様
さま

、どうぞあけてください』と

言
い

うと、きょうのきびしいみ言葉
こ と ば

の答
こた

えでした。

イエス様
さま

を知
し

り、イエス様
さま

に知
し

られている子
こ

ど

もに！

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、毎 週
まいしゅう

、まじめに教 会
きょうかい

に行
い

っ

て聖書
せいしょ

のお 話
はなし

を聞
き

き、毎日
まいにち

聖書
せいしょ

を読
よ

んで

お祈
いの

りをし、イエス様
さま

と共
とも

に歩
ある

きます。

3 月 12 日（木）
聖書
せいしょ

マタイ 25・8～10

聖句
せ い く

わたしたちとあなたがたとに足
た

りる

だけは、多分
た ぶ ん

ないでしょう。 9節
せつ

ところがです。考
かんが

えの浅
あさ

い五人
ご に ん

のおとめた

ちは、急
きゅう

にあわて始
はじ

めました。アラアラ、も

う油
あぶら

がきれてきて、あかりが消
き

えそうだわと。

そこで油
あぶら

の用意
よ う い

をしていた五人
ご に ん

の人
ひと

たちにお

願
ねが

いしました、「あなたがたの油
あぶら

をわたした

ちにわけてください」とね。しかし、「あなた

がたの分
ぶん

までは足
た

りませんから、店
みせ

にまで行
い

っ

てお買
か

いになられたら？」と言
い

われました。

五人
ご に ん

は出
で

かけて行
い

き、その内
うち

に花婿
はなむこ

が来
こ

られ、

婚
こん

宴
えん

のへやに五人
ご に ん

は一緒
いっしょ

に入
はい

り、戸
と

がしめられ

たのです！

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、自分
じ ぶ ん

の 油
あぶら

は自分
じ ぶ ん

で、つま

り、み言葉
こ と ば

と聖霊
せいれい

によって信仰
しんこう

のあかり

をしっかりともさねばなりません。

3 月 14 日（土）
聖書
せいしょ

マタイ 25・１3

聖句
せ い く

だから、目
め

をさましていなさい。そ

の日
ひ

その時
とき

が、あなたがたにはわか

らないからである。 13節
せつ

「だから」と、もう一度
い ち ど

、今週
こんしゅう

のみ言葉
こ と ば

を

しっかり、心
こころ

に刻
きざ

みましょう。「その日
ひ

その

時
とき

」、つまり、花婿
はなむこ

なるイエス様
さま

がこの地上
ちじょう

に

おいでになる時
とき

は誰
だれ

にもわからないのです。で

すから、きょうか、きょうかと、毎日
まいにち

、いつも

備
そな

えている必要
ひつよう

がありますね。それで毎日
まいにち

、い

つも「目
め

をさまして」いなければなりません。

もちろん夜
よる

は身体
か ら だ

は眠
ねむ

りますが、心
こころ

の眼
め

はい

つもさましているのです。それは教会
きょうかい

へ行
い

き、

聖書
せいしょ

を読
よ

み、お祈
いの

りし、聖霊
せいれい

に満
み

たされている

ことです。

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、ほんとにイエス様
さま

のおいで

が近
ちか

いと感
かん

じられます。目
め

をさまして

信仰
しんこう

生活
せいかつ

に励
はげ

むことができますように。



聖
せ い

書
しょ

マタイ 26・26～29

テ ー マ 契約
けいやく

の血
ち

暗唱
あんしょう

聖句
せ い く

これは、罪
つみ

のゆるしを得
え

させるよう

にと、多
おお

くの人
ひと

のために流
なが

すわたし

の契約
けいやく

の血
ち

である。マタイ26・28

目
もく

標
ひょう

契約
けいやく

の血
ち

として流
なが

されたキリストの

血
ち

を覚
おぼ

え、罪
つみ

のゆるしを受け取
う と

る。

3 月 16 日（月）
聖書
せいしょ

マタイ 26・26

聖句
せ い く

イエスはパンを取
と

り、祝福
しゅくふく

してこれをさき、

弟子
で し

たちに与
あた

えて言
い

われた、「取
と

って食
た

べ

よ、これはわたしのからだである」。26節
せつ

イエス様
さま

は、一
ひと

つのパンをとって、弟子
で し

たち

に言
い

われました、「とって食
た

べなさい、これは

わたしのからだです」。このパンがイエス様
さま

の

からだ？ イエス様
さま

のからだは、わたしたちの

罪
つみ

の身
み

がわりに十字架
じ ゅ うじ か

につけられました。一
ひと

つ

のパンを分
わ

けたのは、イエス様
さま

のからだが一人
ひ と り

一人
ひ と り

のために釘
くぎ

づけられたことをあらわして

いるのです。

聖
せい

さん式
しき

のパンは、自分
じ ぶ ん

の手
て

でしっかりとっ

てください。イエス様
さま

の十字架
じ ゅ うじ か

はわたしのため、

とあなたが真剣
しんけん

に受
う

けとめるためです。

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、イエス様
さま

の十字架
じゅうじか

はわたしの

ためだと真剣
しんけん

にうけとめて、パンをいただ

きます。

3 月 15 日（日）
聖書
せいしょ

マタイ 26・28

聖句
せ い く

一同
いちどう

が食事
しょくじ

をしているとき、イエスはパ

ンを取
と

り、祝福
しゅくふく

してこれをさき、 26節
せつ

今週
こんしゅう

は、イエス様
さま

が十字架
じ ゅ うじ か

にかかられる前
まえ

の晩
ばん

のお話
はなし

です。イエス様
さま

と弟子
で し

たちは、過
すぎ

越
こし

の祭
まつ

りのお食事
しょくじ

をしました。イエス様
さま

はご

自分
じ ぶ ん

からパンをとって、神様
かみさま

に感謝
かんしゃ

のお祈
いの

り

をささげられました。

もうすぐ、ご自分
じ ぶ ん

が十字架
じ ゅ うじ か

にかかることを

知
し

っておられたイエス様
さま

。弟子
で し

たちとの最後
さ い ご

の食事
しょくじ

の時間
じ か ん

を、大切
たいせつ

に大切
たいせつ

にすごされたの

です。このお食事
しょくじ

が、教会
きょうかい

の聖
せい

さん式
しき

の始
はじ

ま

り。洗礼
せんれい

を受
う

けた人
ひと

も、これからの人
ひと

も、イ

エス様
さま

が聖
せい

さん式
しき

を大切
たいせつ

にされたことを心
こころ

に

とめていてください。

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、イエス様
さま

が大切
たいせつ

にされた

聖
せい

さん式
しき

を、わたしたちも大切
たいせつ

にしてい

きます。

3 月 17 日（火）
聖書
せいしょ

マタイ 26・27

聖句
せ い く

また 杯
さかずき

を取り、感謝
かんしゃ

して彼
かれ

らに与
あた

えて言
い

われた、「みな、この 杯
さかずき

から飲
の

め」。27節
せつ

パンを食
た

べたあと、イエス様
さま

はぶどう酒
しゅ

の

入
はい

った 杯
さかずき

を一
ひと

つとりました。そして、「みん

なこの 杯
さかずき

から飲
の

みなさい」と言
い

われました。

それぞれ自分
じ ぶ ん

でとって飲
の

めばいいのに、どう

して、わざわざイエス様
さま

の 杯
さかずき

から飲
の

むので

しょう。

それは、同
おな

じイエス様
さま

の 杯
さかずき

から飲む
の

人
ひと

たち

は、みんな一
ひと

つだということ。イエス様
さま

を信
しん

じ

る者
もの

同士
ど う し

、一
ひと

つとなって愛
あい

し合
あ

うために、イ

エス様
さま

は同
おな

じ 杯
さかずき

から飲
の

ませたのです。みんな

バラバラで自分
じ ぶ ん

のことだけを考
かんが

えるのではな

く、一
ひと

つとなって愛
あい

しあうことを、イエス様
さま

は

願
ねが

っておられます。

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、イエス様
さま

を信
しん

じる者
もの

同士
ど う し

、一
ひと

つとなって愛
あい

しあっていけますように。



3 月 18 日（水）
聖書
せいしょ

マタイ 26・28

聖句
せ い く

これは、罪
つみ

のゆるしを得
え

させるように

と、多
おお

くの人
ひと

のために流
なが

すわたしの

契約
けいやく

の血
ち

である。 28節
せつ

イエス様
さま

の 杯
さかずき

のぶどう酒
しゅ

には、さらに大切
たいせつ

な意味
い み

がこめられています。それは、すべての

人
ひと

の罪
つみ

がゆるされるために、イエス様
さま

が十字架
じ ゅ うじ か

の上
うえ

で流
なが

される血
ち

、という意味
い み

です。

わたしたちがどんなに良
よ

いことをしても、罪
つみ

はなくならないし、ゆるされません。わたした

ちの罪
つみ

がゆるされるためには、イエス様
さま

が身
み

が

わりとなって血
ち

を流
なが

すしか方法
ほうほう

はなかったの

です。聖
せい

さん式
しき

でぶどう汁
じる

をいただくのは、

十字架
じ ゅ うじ か

で血
ち

を流
なが

されたイエス様
さま

を思
おも

いだして、

悔
く

い改
あらた

めと感謝
かんしゃ

をささげるためなのです。

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、イエス様
さま

がわたしの罪
つみ

の身
み

が

わりに血
ち

を流
なが

されたことを 心
こころ

から感謝
かんしゃ

し

ます。わたしの罪
つみ

をおゆるしください。

3 月 20 日（金）
聖書
せいしょ

マタイ 26・29

聖句
せ い く

わたしの父
ちち

の国
くに

であなたがたと共
とも

に、

新
あたら

しく飲
の

むその日
ひ

までは、わたしは今後
こ ん ご

決
けっ

して、ぶどうの実
み

から造
つく

ったものを飲
の

むことをしない。 29節
せつ

イエス様
さま

は、十字架
じ ゅ うじ か

にかかられたあと、よみ

がえられ、天
てん

にのぼられることを知
し

っておられ

ました。天
てん

にのぼってそのまま？ いいえ、も

う一度
い ち ど

地上
ちじょう

におりて来
こ

られるのです。その時
とき

、

イエス様
さま

を信
しん

じる人々
ひとびと

全員
ぜんいん

を招待
しょうたい

して、また

いっしょにお食事
しょくじ

をするんですって！

イエス様
さま

は、その日
ひ

を心
こころ

から楽
たの

しみにして、

その時
とき

が来
く

るまでは、お祝
いわ

いのぶどう酒
しゅ

はけっ

して飲
の

まないよ、と言
い

われたのです。イエス様
さま

を信
しん

じる人
ひと

なら、もれなく全員
ぜんいん

ご招待
しょうたい

！ そう、

あなたも招
まね

かれているんですよ。

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、イエス様
さま

とのお食事
しょくじ

を 心
こころ

か

ら楽
たの

しみに、あなたを信
しん

じてあゆみます。

3 月 19 日（木）
聖書
せいしょ

マタイ 26・28

聖句
せ い く

これは、罪
つみ

のゆるしを得
え

させるようにと、

多
おお

くの人
ひと

のために流
なが

すわたしの契約
けいやく

の

血
ち

である。 28節
せつ

「契約
けいやく

」という言葉
こ と ば

は、簡単
かんたん

に言
い

うと、だ

れかとだれかが真剣
しんけん

にお約束
やくそく

をすることで

す。「イエス様
さま

が流
なが

された血
ち

は、わたしの罪
つみ

の身
み

がわり」と信
しん

じる人
ひと

は、だれでも罪
つみ

をゆ

るしていただけますね。これはイエス様
さま

が与
あた

えてくださった、新
あたら

しい契約
けいやく

なんです！

それまでは、罪
つみ

を犯
おか

すたびに動物
どうぶつ

の血
ち

を流
なが

さなければなりませんでした。信
しん

じるだけで

ゆるされるなんて、ものすごいイエス様
さま

のお

約束
やくそく

。でも、このすばらしい契約
けいやく

を与
あた

えるた

めに、イエス様
さま

がどれほど苦
くる

しんで血
ち

を流
なが

さ

れたか、けっして忘
わす

れないでください。

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、 新
あたら

しい契約
けいやく

を与
あた

えるため、

イエス様
さま

が血
ち

を流
なが

されたことを忘
わす

れずに

あゆんでいきます。

3 月 21 日（土）
聖書
せいしょ

Ⅰコリント 11・24

聖句
せ い く

これはあなたがたのための、わたしの

からだである。わたしを記念
き ね ん

するため、

このように行
おこな

いなさい。 24節
せつ

今日
き ょ う

のみことばは、パウロが聖
せい

さん式
しき

につい

てのイエス様
さま

の言葉
こ と ば

を教
おし

えている箇所
か し ょ

です。聖
せい

さん式
しき

は、イエス様
さま

が十字架
じゅうじか

にかかられる前
まえ

の

晩
ばん

、弟子
で し

たちとのお食事
しょくじ

がモデル。教会
きょうかい

の聖
せい

さ

ん式
しき

は、実
じつ

はイエス様
さま

を中心
ちゅうしん

にした食事
しょくじ

のお

交
まじ

わりをしているんです。イメージがちがうか

もしれないけれど、そう思
おも

うとすごく素敵
す て き

なこ

と。十字架
じゅうじか

の上
うえ

で裂
さ

かれたイエス様
さま

のからだ、

流
なが

された血
ち

をけっして忘
わす

れないように、記念
き ね ん

す

るために行
おこな

うのです。

命
いのち

まで捨
す

てて、新
あたら

しい契約
けいやく

を与
あた

えてくだ

さったイエス様
さま

。そのことを心
こころ

から感謝
かんしゃ

して、

聖
せい

さんにあずかる人
ひと

になってください。

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、新
あたら

しい契約
けいやく

を 心
こころ

から感
かん

謝
しゃ

し

て、聖
せい

さん式
しき

に出
で

たいと思います。



聖
せ い

書
しょ

マタイ 26・47～56

テ ー マ 捕
とら

えられたイエス

暗唱
あんしょう

聖句
せ い く

しかし、すべてこうなったのは、

預言者
よ げ んし ゃ

たちの書
か

いたことが、

成就
じょうじゅ

するためである。

マタイ 26・56

目
もく

標
ひょう

自
みずか

ら十字架
じ ゅ うじ か

の死
し

へと向
む

かわれ

たキリストを覚
おぼ

え、信
しん

じ従
したが

う者
もの

となる。

3 月 23 日（月）
聖書
せいしょ

マタイ 26・49～50

聖句
せ い く

イエスは彼
かれ

に言
い

われた、「友
とも

よ、な

んのためにきたのか」。 50節
せつ

イエス様
さま

を裏切
う ら ぎ

ったユダは、人々
ひとびと

に逮捕
た い ほ

する

合
あい

図
ず

をするために、イエス様
さま

に近
ちか

づきました。

つかまえるために、「先生
せんせい

、いかがですか」と

やさしいふりをして近
ちか

づくなんて、ひどすぎま

す。イエス様
さま

はどんなに悲
かな

しく、つらかったこ

とでしょう。しかし、そんなユダにたいしてイ

エス様
さま

は、「友
とも

よ」と声
こえ

をかけられたのです。

もし、わたしたちがこんなふうに裏切
う ら ぎ

られた

としたら、「あなたなんか、もう友
とも

だちじゃな

い！」と言
い

うのではないでしょうか？ しかし

イエス様
さま

は、ご自分
じ ぶ ん

を裏切
う ら ぎ

ったユダも、最後
さ い ご

ま

で心
こころ

から愛
あい

されたのでした。

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、自分
じ ぶ ん

を裏切
う ら ぎ

る人
ひと

を愛
あい

すること

は、なかなかできません。イエス様
さま

の愛
あい

の

心
こころ

をあたえてください。

3 月 22 日（日）
聖書
せいしょ

マタイ 26・47～48

聖句
せ い く

イエスを裏切
う ら ぎ

った者
もの

が、あらかじめ彼
かれ

らに、「わたしの接吻
せっぷん

する者
もの

が、その人
ひと

だ。その人
ひと

をつかまえろ」と合図
あ い ず

してお

いた。 48節
せつ

今週
こんしゅう

は、イエス様
さま

が十字架
じ ゅ うじ か

にかかられるた

め、ついに逮捕
た い ほ

される場面
ば め ん

を読
よ

みます。イエス

様
さま

がゲッセマネというところにおられた時
とき

、

十二
じゅうに

弟子
で し

のひとり、ユダがやってきました。剣
けん

や棒
ぼう

を持
も

つ人々
ひとびと

を引
ひ

きつれて！ ユダはイエス

様
さま

をつかまえる協 力
きょうりょく

をして、たくさんのお金
かね

をもらっていました（マタイ 26・14～16 も読
よ

も

う）。そして、イエス様
さま

をつかまえる合図
あ い ず

まで決
き

めていたのです。弟子
で し

に裏切
う ら ぎ

られたイエス様
さま

は

どんなお気持
き も

ちだったでしょう。逮捕
た い ほ

されるイ

エス様
さま

のお姿
すがた

を、しっかり読
よ

んでいきましょ

う。

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、逮捕
た い ほ

されるイエス様
さま

のお 姿
すがた

をとおしてみこころを教
おし

えてください。

3 月 24 日（火）
聖書
せいしょ

マタイ 26・51～52

聖句
せ い く

あなたの剣
けん

をもとの所
ところ

におさめなさ

い。剣
けん

をとる者
もの

は、剣
けん

で滅
ほろ

びる。 52節
せつ

イエス様
さま

がつかまえられた時
とき

、なんと、弟子
で し

の

ひとりが剣
けん

をとり、大祭司
だ い さい し

のしもべにふりおろし

ました！ そして、そのしもべの耳
みみ

に大ケガをさ

せてしまったのです。イエス様
さま

を守
まも

ろうとしたの

ですが、イエス様
さま

は「剣
けん

をおさめなさい。剣
けん

を使
つか

う人
ひと

は剣
けん

で滅
ほろ

びます！」と止
と

められました。

イエス様
さま

は、ご自分
じ ぶ ん

がつかまる時
とき

でもあわてず、

けっして仕返
し か え

しはされませんでした。しかし弟子
で し

たちは、イエス様
さま

がつかまるという大
だい

ピンチで大
おお

あわて。まちがったことをしてしまいました。わ

たしたち人間
にんげん

はピンチにおちいると、あわててま

ちがいを犯
おか

しやすくなることがわかります。

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、ピンチになると、あわてて

まちがいを犯
おか

しやすいわたしを、まちが

いから守
まも

ってください。



3 月 25 日（水）
聖書
せいしょ

マタイ 26・53～54

聖句
せ い く

しかし、それでは、こうならねばな

らないと書
か

いてある聖書
せいしょ

の言葉
こ と ば

は、

どうして成就
じょうじゅ

されようか。 54節
せつ

イエス様
さま

は神
かみ

の御子
み こ

。イエス様
さま

がお願
ねが

いしよ

うと思
おも

えば、いつだって大勢
おおぜい

のみ使
つか

いたちを

送
おく

ってもらって、助
たす

けてもらうことはできたの

です。しかしイエス様
さま

は、ご自分
じ ぶ ん

が助
たす

かるため

に命令
めいれい

はされませんでした。つかまえられて

十字架
じ ゅ うじ か

にかかることは神様
かみさま

のご計画
けいかく

だったので、

そのとおり成就
じょうじゅ

するように従
したが

われたのです。

イエス様
さま

は、ご自分
じ ぶ ん

のことだけを考
かんが

えて、何
なに

かをお願
ねが

いしたり命
めい

じたりされることはありま

せんでした。どこまでも神様
かみさま

のご計画
けいかく

をいちば

ん大切
たいせつ

にされたのです。

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、わたしも神様
かみさま

のご計画
けいかく

をいち

ばんに 考
かんが

え、大切
たいせつ

にしていけますように。

3 月 27 日（金）
聖書
せいしょ

マタイ 26・55～56

聖句
せ い く

しかし、すべてこうなったのは、預言
よ げ ん

者
しゃ

たちの書
か

いたことが、成就
じょうじゅ

するた

めである。 56節
せつ

ついに、神様
かみさま

のご計画
けいかく

の時
とき

がきました。イエス

様
さま

は逮捕
た い ほ

されて、つれて行
い

かれることになったの

です。イエス様
さま

が逮捕
た い ほ

され、十字架
じ ゅ うじ か

につけられる

ことは旧約
きゅうやく

聖書
せいしょ

で預言
よ げ ん

されていたことでした。

イエス様
さま

が、だれよりも聖書
せいしょ

に書
か

かれているとお

りに生
い

きておられたことがわかります。みことば

のとおりに生
い

きたらご自分
じ ぶ ん

が十字架
じ ゅ うじ か

にかかると

わかっていても、従
したが

われたのです。みことばに

従
したが

うことは、それほど大切
たいせつ

なことなのです。

みことばを守
まも

り、従
したが

うということを真剣
しんけん

に考
かんが

えてみましょう。イエス様
さま

が最高
さいこう

のお手本
て ほ ん

です。

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、イエス様
さま

のように、真剣
しんけん

にみ

ことばに 従
したが

うことができますように。

3 月 26 日（木）
聖書
せいしょ

マタイ 26・55～56

聖句
せ い く

わたしは毎日
まいにち

、宮
みや

ですわって教
おし

えて

いたのに、わたしをつかまえはしな

かった。 55節
せつ

イエス様
さま

をつかまえに来
き

た人
ひと

たちは、みんな

剣
けん

や棒
ぼう

を持
も

っていました。武器
ぶ き

など持
も

たないイ

エス様
さま

をつかまえるのに、まるで強盗
ごうとう

をつかま

えるかのような、おかしな格好
かっこう

！ イエス様
さま

は

毎日
まいにち

、宮
みや

で人々
ひとびと

を教
おし

えていたのに、つかまえよ

うと思
おも

えばできたはずなのに、彼
かれ

らはそうしま

せんでした。それは、神様
かみさま

のご計画
けいかく

の時
とき

ではな

かったから。

すべてのことは、神様
かみさま

がおゆるしにならなけ

れば起
お

こらないのです。わたしたちも神様
かみさま

のご

計画
けいかく

の中
なか

で、神様
かみさま

のおゆるしがあって生
い

かされ

ているのですよ。

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、あなたのおゆるしがあって、

今
いま

生
い

かされていることを感謝
かんしゃ

します。

3 月 28 日（土）
聖書
せいしょ

マタイ 26・47～56

聖句
せ い く

「しかし、すべてこうなったのは、預言
よ げ ん

者
しゃ

たちの書
か

いたことが、成就
じょうじゅ

するた

めである」。そのとき、弟子
で し

たちは皆
みな

イ

エスを見捨
み す

てて逃
に

げ去
さ

った。 56節
せつ

イエス様
さま

は何
なん

の抵抗
ていこう

もせず、文句
も ん く

ひとつ言
い

わず

逮捕
た い ほ

され、つれて行
い

かれました。弟子
で し

たちはとい

うと、イエス様
さま

がつかまったのを見
み

て、大
おお

あわて

で逃
に

げて行
い

ってしまったのです！ …イエス様
さま

は、

ひとりぼっちになりました。見捨
み す

てて逃
に

げていく

弟子
で し

たちを引
ひ

きとめもせず、ただ静
しず

かに、自分
じ ぶ ん

か

ら十字架
じ ゅ うじ か

にかかるため進
すす

んでいかれました。

このイエス様
さま

のお姿
すがた

を心
こころ

にとめてください。

いやいやながらでなく、自分
じ ぶ ん

から進
すす

んで神様
かみさま

に

従
したが

っていくことができるよう、祈
いの

りましょう。

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、自分
じ ぶ ん

から進
すす

んで十字架
じゅうじか

にむか

われたイエス様
さま

にならい、進
すす

んで神様
かみさま

に 従
したが

う人
ひと

にならせてください。



棕櫚の日

聖
せ い

書
しょ

マタイ 27・45～56

テ ー マ 十字架
じ ゅ うじ か

による救
すく

い

暗唱
あんしょう

聖句
せ い く

わが神
かみ

、わが神
かみ

、どうしてわた

しをお見捨
み す

てになったのですか。

マタイ 27・46

目
もく

標
ひょう

身代
み が

わりの十字架
じ ゅ うじ か

の意味
い み

を知
し

り、

キリストを信
しん

じて救
すく

いを得
え

る。

3 月 30 日（月）
聖書
せいしょ

ルカ 23・32～38

聖句
せ い く

父
ちち

よ、彼
かれ

らをおゆるしください。彼
かれ

らは何
なに

をしているのか、わからずに

いるのです。 34節
せつ

第一
だいいち

言
げん

です。十字架
じ ゅ うじ か

のふもとは、罪
つみ

と汚
けが

れと、

自己
じ こ

中心
ちゅうしん

とねたみとの渦
うず

でした。イエス様
さま

を

あざけったり、罵
ののし

ったり、つばきをかけたり、

また、イエス様
さま

の衣
ころも

をくじ引
び

きで奪
うば

い合
あ

った

りと、底
そこ

のないような人間
にんげん

の醜
みにく

い姿
すがた

です。そ

こから少
すこ

し高
たか

い、血
ち

にまみれた十字架
じ ゅ うじ か

の上
うえ

に、

身代
み が

わりについてくださった神
かみ

の御子
み こ

イエス

様
さま

の愛
あい

にあふれた清
きよ

いとりなしの祈
いの

りです。

「何
なに

をしているのか、わからずにいるのです」

と完全
かんぜん

なパーフェクトなゆるしのお祈
いの

りです。

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、イエス様
さま

のこの 命
いのち

をかけ

たとりなしのお祈
いの

りで、罪
つみ

ゆるされ、救
すく

われ神
かみ

の子
こ

としてくださり感謝
かんしゃ

です。

3 月 29 日（日）
聖書
せいしょ

マタイ 27・45～56

聖句
せ い く

わが神
かみ

、わが神
かみ

、どうしてわたしを

お見捨
み す

てになったのですか。 46節
せつ

今年
こ と し

も受難
じゅなん

週
しゅう

を迎
むか

えました。復活
ふっかつ

祭
さい

は４月
がつ

５日
か

です。その準備
じゅんび

のようにして、今週
こんしゅう

、イ

エス様
さま

の十字架上
じゅうじかじょう

の七言
しちげん

を暗
あん

誦
しょう

し、心
こころ

に刻
きざ

み

つけましょう。一
ひと

つ一
ひと

つのみ言葉
こ と ば

が「わたしの

ため」と思
おも

って味
あじ

わいましょう。

きょうのみ言葉
こ と ば

は第四
だいよん

言
げん

で、ちょうど真
ま

ん中
なか

の、まさに中心的
ちゅうしんてき

なものです。わたしや全人類
ぜんじんるい

の罪
つみ

とのろいを本当
ほんとう

に背負
せ お

われたイエス様
さま

が、

身代
み が

わりに神
かみ

様
さま

から完全
かんぜん

に捨
す

てられてくだ

さった、その証拠
しょうこ

のようなみ言葉
こ と ば

です。

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、わたしに代
か

わって捨
す

てられ

てくださった主
しゅ

を感謝
かんしゃ

いたします。捨
す

て

られない者
もの

としてくださり感謝
かんしゃ

感激
かんげき

で

す。

3 月 31 日（火）
聖書
せいしょ

ルカ 23・39～43

聖句
せ い く

あなたはきょう、わたしと一緒
いっしょ

にパ

ラダイスにいるであろう。 43節
せつ

第二
だ い に

言
げん

です。なんと、十字架
じ ゅ うじ か

のふもとだけで

なく、イエス様
さま

の両側
りょうがわ

の十字架
じ ゅ うじ か

につけられた

強
ごう

盗
とう

たちさえも、イエス様
さま

に悪口
わるくち

を言
い

い続
つづ

けて

いました。「お前
まえ

が神
かみ

の子
こ

なら、そこから降
お

り

て、われわれも救
すく

え！」って。ところが、片方
かたほう

の人
ひと

の心
こころ

が変
か

わったのです。きっと、あのと

りなしのお祈
いの

りを聞
き

いて、神
かみ

の愛
あい

に打
う

たれたの

です。「み国
くに

の権威
け ん い

をもって来
こ

られる時
とき

、どう

ぞわたしを思
おも

い出
だ

してください」との彼
かれ

の言葉
こ と ば

に、第二
だ い に

言
げん

のみ言葉
こ と ば

が語
かた

られました。

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、全人類
ぜんじんるい

はイエス様
さま

の十字架
じゅうじか

で右
みぎ

と 左
ひだり

の二
ふた

つに分
わ

けられます。あな

たを信
しん

じてパラダイスに行
い

かせてくだ

さい。



4 月 1 日（水）
聖書
せいしょ

ヨハネ 19・23～27

聖句
せ い く

「婦人
ふ じ ん

よ、ごらんなさい。これはあ

なたの子
こ

です」。…「ごらんなさい。

これはあなたの母
はは

です」。26～27節
せつ

第三
だいさん

言
げん

です。十字架
じ ゅ うじ か

のふもとにいた母
はは

マリヤ。

その心
こころ

はきっと張
は

り裂
さ

けるような痛
いた

みでいっ

ぱいだったでしょう。かつてシメオンが預言
よ げ ん

し

て言
い

いました。「あなた自身
じ し ん

もつるぎで胸
むね

を刺
さ

し貫
つらぬ

かれるでしょう」と。本当
ほんとう

にその通
とお

りで

した。その横
よこ

に立
た

つ愛
あい

弟
で

子
し

ヨハネと共
とも

に見
み

なが

ら、母
はは

マリヤをヨハネにおゆだねします。その

時
とき

からヨハネはマリヤの面倒
めんどう

を見
み

るのです。

十字架
じ ゅ うじ か

、神
かみ

の愛
あい

のあらわれ、その十字架
じ ゅ うじ か

を中心
ちゅうしん

に、神
かみ

の愛
あい

の家族
か ぞ く

が誕生
たんじょう

するのです。苦
くる

しみ

の中
なか

の主
しゅ

の思
おも

いやりです。

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、イエス様
さま

の十字架
じゅうじか

の愛
あい

に

よって結
むす

ばれた、新
あたら

しい人間
にんげん

関係
かんけい

、神
かみ

の

家族
か ぞ く

を感謝
かんしゃ

します。 祝
しゅく

してください。

4 月 3 日（金）
聖書
せいしょ

ヨハネ 19・28～30

聖句
せ い く

すべてが終
おわ

った。 30節
せつ

第六
だいろく

言
げん

です。とても短
みじか

いみ言葉
こ と ば

ですが、と

ても力
ちから

ある、勝利
しょうり

の叫
さけ

びなのです。「完全
かんぜん

にな

しとげました！」「完了
かんりょう

しました！」「完成
かんせい

し

ました！」というみ言葉
こ と ば

です。何
なに

がなしとげら

れたのでしょう？ わたしたち一人
ひ と り

ひとりを、

そして全人類
ぜんじんるい

を、罪
つみ

から救
すく

う道
みち

、永遠
えいえん

の滅
ほろ

びか

ら完全
かんぜん

に救
すく

う「あがない」のみわざがなしとげ

られたのです！ 誰
だれ

でも十字架
じ ゅ うじ か

のイエス様
さま

を信
しん

じるだけですべての罪
つみ

がゆるされ、永遠
えいえん

の命
いのち

が与
あた

えられる素晴
す ば

らしいあがないの完成
かんせい

です。

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、どの国
くに

の人
ひと

にも、どの時代
じ だ い

の人
ひと

にも、信
しん

じるすべての人
ひと

が救
すく

われる

あがないの完成
かんせい

。ハレルヤです！

4 月 2 日（木）
聖書
せいしょ

ヨハネ 19・28～30

聖句
せ い く

わたしは、かわく。 28節
せつ

第五
だ い ご

言
げん

です。去年
きょねん

の夏
なつ

もとても暑
あつ

くて、よく

のどが渇
かわ

いたことでしょう。肉体
にくたい

のかわきは、

十字架
じ ゅ うじ か

の上
うえ

では、本当
ほんとう

に大変
たいへん

なものだったと思
おも

います。イエス様
さま

がわたしに代
か

わって、これほ

どの苦
くる

しみと渇
かわ

きを味
あじ

わってくださいました。

何
なに

かをもってイエス様
さま

の渇
かわ

きを潤
うるお

してさしあ

げたいですね。イエス様
さま

は、わたしたちの愛
あい

に

渇
かわ

いておられます。わたしたちの清
きよ

さに渇
かわ

いて

おられます。救
すく

われる 魂
たましい

がつづいて与
あた

えられ

るよう渇
かわ

いておられるのです。

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、小
ちい

さいわたしたちももっと

もっと聖書
せいしょ

を読
よ

んだり、お祈
いの

りして、イ

エス様
さま

を愛
あい

する子
こ

どもにしてください。

4 月 4 日（土）
聖書
せいしょ

ルカ 23・44～49

聖句
せ い く

父
ちち

よ、わたしの霊
れい

をみ手
て

にゆだねま

す。 46節
せつ

第七
だいしち

言
げん

です。父
ちち

なる神様
かみさま

からの地上
ちじょう

での使命
し め い

、

十字架
じ ゅ うじ か

によるあがないの務
つと

めをみごとに果
は

た

して、十字架上
じゅうじかじょう

で言
い

われた最後
さ い ご

のみ言葉
こ と ば

です。

静
しず

かに、平安
へいあん

な思
おも

いで、「父
ちち

よ、わたしの霊
れい

を

み手
て

にゆだねます」と。

地上
ちじょう

での最後
さ い ご

の時
とき

を、自分
じ ぶ ん

がいつ、どこで、

どのように迎
むか

えるのかは、だれにもわかりませ

ん。年
とし

をとってから死
し

ぬというわけでもないで

すね。でもイエス様
さま

を信
しん

じているなら、いつど

こででもこの祈
いの

りで心
こころ

安
やす

らかに主
しゅ

のみもとへ

行
い

けますね。

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、イエス様
さま

はすべての面
めん

でわ

たしたちのお手本
て ほ ん

です。しっかりつな

がって 光
ひかり

の中
なか

を共
とも

に歩
あゆ

んでいきます。


